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の部３名、成人の部４名、監督は測広

正俊が出｣吟、競技成績について８位ま

での入賞稀をあげると、

少年の部(会ムル：右、工高体育館）

人償者なし

成人の部(会｣ル：イilUmI・文化Iｲﾊﾟfli航）

Ｆ級小川稔(佐賀県li:)２位

Ｂ級IiiilII勝秀(佐賀県庁)４位

昭和52年if森国体

少年の部

Ｆ級古賀丈史（有田工高)３位

53年金mHi核総体(111形lllnNⅢ！）

Ｂ級iii側丈史（ｲimKiWi)２位

昭和53fiz`ＭＸｍ体

少年の部

Ｂ級古賀丈史（有川工高)２位

古賀丈史選手は、高校時にＢ級日本代

表として、ギリシャでＩＨＩ催されたジュ

ニアⅢ界大会に(1)｣ﾙ、１４位の成織をお

さめ、宇堆後は愛i(ＩＩｌＩｌのトヨタドIjijID1〔

工業㈱に勤務。

本県で、醐校生が11t界大会に出場した

のは初めてで、小川に続くトップリフ

ターとして賞臓し、私達の誇りとして

いる。

なお、九州商校体宵大会において．

昭和51年皮イinI-I二ilMf1A優勝

昭和521Ｗ災イ『IⅡ上岡優勝

昭和53年度イilll~[高準優勝

昭和55年度イＪｍＴｉｆｉ準優勝

有田工商は、優勝１回、準優勝３回と

いう'１１:派を成織を蝋している。

IlrWll53年度、IiijIlI知弘が拡効のため多

久1:IWiは休部となり、イiIlll2間の１校

体制となった。多久Ｔ高は昭和60fIKり災

に部を復析させiHi体迎に１tl加盟し、２

校体制になった。

昭和59年度３Ⅱ、石嶋喜美由(有ＵＩＴ商）

の定年退職のため協会は再々細成され

る。

昭和59年度から平成５年６月までのIRI

ウエイト協会の組織は

会此II1Il正二

理事」とiiu広正俊

（ｲﾘI万里商業iiii枝勤務）

へ伝動と同時に、ウエイトリフティン

グ部をスタートさせ、商校は２校体制

になった。その後、生徒途は切磁琢磨

し、競技力が向上し、４４年余IHI大会に

初めて２名派逝できるようになった。

昭和45ｺﾞﾄﾞに、鵜楠lIil民作fi大会のウ

エイトリフティング醜技会場はｲi、町

に決定したために、協会のＷ綱成が行

われた。

〈沿革＞

昭和51年佐賀国民体育会(若楠国体）

を迎え、県は未梓及スポーツの推進に

力を入れ、昭和41年中固(に県から多久

兀商へウエイトリフティングを1Ⅲ紋す

るよう指導があり、ｉｌｉ賀lIi-nll校及

(二代ｕ）の尽力によって器具の珊入、

プレハブ作り練習場が処設し、ウエイ

トリフティングの練稗が本IILで初めて

1川始した。

その後、昭和42年度初期、本Ⅱ（で初

めてウエイトリフティング協会ができ、

始汕した。

県ウエイト協会の組織は

公１ｔ竹内通教

理Ｊｌｌｌｔ布1M〉騨典ＩｉＩ

（右｢11J:業,1M校勤務）

1F務l`0Mｔ石炸順二jlIl

（多久工業商佼lill勝）

理）IF瀧広正俊

（有田工業商佼勤務）

iiiIIl知弘

（多久｣:jkHii校助勝）

山本秀明

（宮lib緑iIII㈱勤務）

この平、本県から、協会発足以来初め

て簡校生が全国大会で、小川稔(多久

兀商)はＦ級で第２位入賞、また、昭

和47ｲﾄﾞ(入学)にＰでジュニア111:界祈ild

鰍を酎立、その後、lx1際大会に11本代

災として３回'11Mｹし立派な成綱を硯し

ている。

佐賀の片田舎から優秀な人材が鋼出

したことは、私達の喜びだった。

〈年次別概況＞

IIBｲⅡ48年ljli、協会の一部Ilj細成が行わ

れた。

会長竹内通教

理１Ｍｔ石嶋喜美由

（有田工業商校勤務）

耶務liM＆瀧広正俊

（ｲiIll工菜商校助研）

班リドIiiiIIIkll弘

（多久工業問佼勤務）

山本秀明

（宮島醤仙㈱勤務）

昭jWI51年若楠国民体ff大会には、少ｲト

県ウエイト協会の組織は

会長盟期消八

（多久工業高校艇勤務）

ＥＭＪＩｉ艇中島川久

（多久工業商校勤務）

JIF務脇)焚禰）|:Ⅲi二DII

（多久工業簡校勤務）

理平瀧広正俊

（多久工業高校勤務）

前田和弘

（多久正業商校勤務）

111本秀IⅢ

（下inMWnllI㈱勤務）

会員６名は、手探りの状態で始釛し、

国民体育大会に向け避手強化策と大会

迎営法等の２課題について研究検討し

ていった。

選手強化jl〔として、ウエイトリフティ

ングの知識を持った先生を１１'心に１校

の生徒と＝11k数潴を折i幕してもらい、ま

た、他県よりコーチを棚HＷし、３種目

の技術や練習方法を指導して頂き、生

徒達を近県へ毎年数１０１、練習試合に派

過してウエイトリフティング醜技や迎営

法についての技術を判１１Ｉしていった。

大会迎営法輔については、几州連盟

の光生方を捌聰Ｌ、学習会を投定、先

生の指導を受けて－歩一歩前進するこ

とができた。

昭和42年４月、iiMl広正俊が右、工高
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珈務局長iNl広正使

理事111本秀明

（宮岡勝杣㈱IMI勝）

平成４年度、iiiIll知弘は、有H1工商へ

転勤とliil時に商体迎のWl1II委側艇をﾘＩ

き受け、来年の九州大会に向けて各企

業からの資金援助依馴、県への依頼、

競技役員の委嘱･指導等に奔走した。

平成５年６月ＩｌＵＩＪｉ、九州商校大会を当

校光生述の協力を受け、右、工商体ｆｒ

航で１１１１ⅢＩした。雌技には多数の日本iwi

校新が樹立され、成功棚に終了した。

しかし、大会IiIj後1111ウエイト協会から

援助はなかったが而体迎卵務局や県体

育保健課等からの扱助があり、大過な

く終了した。

その後、６月末、に1M体育協会の１１１脇

Ｗ務皿１Fへ、iiU広り‘務同災からウエイ

ト協会の仕事を辞めたいとの意向があ

り、文諜で辞表を提出、ｌＭＥ青協会は

受珊!した。

４カ月１M、当協会はiIIl減していたため、

111体育協会と几州迎lMlより存続するよ

う強い饗望があり、やっと平成５年１１

):I初めに新メンバーで網成、現在に至

っている。

新橿成した県ウエイト協会の組織は

会長中尾補次郎

（催､(工業Mll1Il堆佼校奨）

馴合災Il8IblM久

（西九州大学教授）

理耶長前田知弘

（有田工業繭校）

iiﾘnu7lF長山本秀lﾘＩ

（小城係(M1所）

ｎＩ１ＪＩＩ２３名

新協会になって、平成７jIﾕ５)1、熊本

lⅡ鈍町で1M(１Ｍされた一般のｿL州遮手柵

大会に15年ぶりに参力Ⅱしたが団体成縦

は11k下位だった。

平成８ｺﾞﾄﾞﾆ５月、九州選手棚大会を16年

ぶりに県の援助をえて佐貿市総合体育

館でlMIMi、団体成縦は昨年よ')少し向

上した。この大会IMIHにあたI)会jj1は、

初雑駁のため、迦憐ｕのIiHljiや大会迎

撤ilii･艇技役此の狼り付け報に苦労し

たが大過なく終了した。

現協会はできたばかりの未熟なH職で、

私逮は初心に返って努力する所存です。

日本協会並びに各県の方々に御折沸や

illI鞭樋の狸を御願い１１】しあげます。(宮崎醤油㈱〉

ＪＩＦ粉励焚小川 稔
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〃長崎県 歴代会畳

初代田川佐一

第２代春繭猪岡吉

第３代宮原一夫

第４代山下武人

第５代蕊本勝喜

(Ⅱ跡Il39fl:～〉

(昭和I41flユー）

(昭和43年～）

(昭和45年～）

(昭和53年～）
事務局〒854長崎県疎早市字餌町27-1長崎県公園緑地箇会内

浜崎芳丘TELOo572-2-0129

自信と功弧を7.えた。

昭和42年

一般、高校生共に各人会に1h場するが

芳しい成績をあげることができない。

それと共に、練稗器共不足、純iWj9の

不備など競技力11,1上対簸以liijの１１１１題が

山欄した。

昭和43年

長崎国体述鴬の総決算として、松浦市

で全日本社会人選手伽大会を開催。４

名111場するが９位がlIlnlli･本人会へ１１，１

けての不安材料のみが洩った年である。

iWi枚では逆に強化の効来が兄えはじめ、

全[釦iWi総体(liIfIl1ihi)にてＦ級で111.ｍ祈

朗(諌早農業)が３位。FtJ級で花、繋桁

(艮埼北)が２位に入賞。

昭和44年

第181m及崎IHI氏体育大会を松浦市でＩｌＩＩ

雌した。

政綱は皮11§の部においてlUl時の化111(I|’

人)が失格するなどAIAうような成果が

見られなかった。その9IDで少年の部で、

吉、建規(諌早農業)がＬ級で失敗しな

がらも３位入賞。その他、Ｂ級で吉村

輝ｚ(奨崎北)が５位。Ｍ級の飛野秀ＩⅡ

(諌壜平農業)が６１０(に人徹した。liR念な

がら、ｌn体１１１ⅢMjuとしての郷j:への賀

柁を十分にはたすことができなかった。

国体に先Hkち、今'11間校総体(膜岡市）

で団体において棟､11農業商校が念願の

７位に入賞。個人ではＬ級で古田延焼

(諌早農業)が６位入賞し今後へHlliIFを

持たせた。

昭和45年

一般及び商校』I1611ikった爽紬もなく

低調な年となる。しかし、iiH枝２年生

に有望な選手が目立ち、反而夢多き年

でもあった。

昭和46年

謙￥農業満校が憾偽1M剛IbPlJで111111Mさ

れた令IHI満佼総体において、夢にまで

兄た念醐の初優勝。ｉｉｉ1部７年Ｕの快挙

である。今でもずっしりとⅢ<、菊の

紋章をあしらった深緑のあの人優勝旗

の感触を忘れることができない。

兄に刺激された弟の塊隙宜(元H1ﾘ理きりｌ

奨)と芦刈敏郎も同大会に１ＭⅢ。芦刈は

Ｆ級で３位。堤隆宣はFe級で４位に入

賞。当時、兄弟での入賞は珍しく'191ｍ

となった。

昭和24年

節４lqD1愛知[R１体には、Ｉｉ１年に紬き３名

が出場。芦刈散DMはＦ級で６位。tIL蝿

宣はFe級で３位。堤武Ij)はＬ級で２位

に入賞した。

昭和25年

塊陸宜が奨崎に就職し、国体１１}｣ルをn

桁したがプロックゾ避がなく(１Ｍ功する

ことに｣:iilからの理解不jlLのクレーム

がつき出場を断念。兄の武ﾘ)６，１１Mし

国体出場を取り止めた。

せっかく芽生えた焚埼県におけるウエ

イトリフティング競技も、これを機会

に全体的な活動が伜ＩＩＬ、（Ｍ１々のもの

となって腿し､眠りについてしまった。

昭和39年

昭和44年度第18[､l国民体育大会を焚崎

県でWIl催することが決定し、塊兄弟を

中心に５月10日付で正式に焚崎Ⅲウエ

イトリフティング協会が発足した。実

に14平振りのMLウエイトリフティング

簸技の復活であり、新しい旅立ちとな

った。

昭和40年

第１回県高校総体を佐世保北商校にて

実施。国体強化指定枚７校が参加。低

調な記録ではあったが、競技会の迎撒、

ルールの徹底などと共に醜技力Iij1ヒヘ

IljJけての新年哩となった。

昭和41年

1M民体育大会にウエイトリフティング

簸技が初参加。参加者は艮崎大学の学

囎と社会人数名が新しい初審力Ⅱであっ

た。大分国体に社会人２名、人?､閥I:３

折が参jiⅡ。全脚とのレベルの遮いを11Ｗ

忠した。一方、商校生では花川i昭(佐１１ｔ

保北)がＢ級で本1M瓜一人、本1M初の全

国高校総体へ出場(製石iIi)し未熟なが

らも全国の強豪と対等に渡りあってき

たことは、全国に向けて我々に大きな

〈沿革＞

協会創立以前

本1Mのウエイトリフティングは焚崎

lIil民作ff大会を前に本格的に活11Ｗしは

じめたが、典は戦後すぐ釧々ながらも

ili肋した時代があった。そのＩｌＵ係fiは

拠武ﾘ)(允理JIi長)、堤隆宜(元副理PIF

健)の兄弟と芦刈敏郎の三氏である。

昭和22年の第２何国体から第４回ま

で参加し好成績をあげた。当時、この

簸技の大会は全Ⅱ本避乎椛くらいのも

ので、九州あたりでは全く随技の期が

なかった。その意味からこの競技にお

いて九州でのパイオニア的存在である

といえる。しかし、せっかく芽生えた

その芽も、職場の無理解により'五l作出

ﾑﾙ(兼日本選手椀大会)が不可能となり、

ここで艮崎Ⅲウエイトリフティングは

述絶え、一時休息することとなった。

協会創立に至る経緯

節18回国民体育大会が昭和44年に災

iMilMで１１M伽することが決定し、それに

対応する為、急遡、昭和20年代に巡乎

としてiiUillilされていたiiii述の肥兄如が

０１ﾙL､となり、昭和39年５月10Ⅱ付で災

崎肌ウエイトリフティング協会が孜虻

された。

１劃体のIlll催地である当時の松浦巾１２

(IlllII佐一>が初代の会長となり、以下、

JWPIl圧に堤武ﾂ)、iliII理事長蛾事務局錠

に肥隙１７が就任した。

〈年次別概況＞

昭和22年

当時、体力墹強の為に竃量挙げに取り

組んでいた堤武男(元理郡長)が節lIii１

京部I｣Ｉ体の記録を凡て決意。第２ﾛ石

川同体にＬ級で出場し兄ｲﾄ２位に入賞

し１２崎Ⅱ1におけるウエイトリフティン

グ醜技のスタートを切ることとなった。

昭和23年

腿武男が第３回桐岡国体に出場し、Ｌ

級でＴ280kgを出し初優勝を飾る。また
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し､込む。茨城ﾛ体

では、１局政隆

(名城人)がＭＩＩ級

で３位に入賞し学

生FIIのiiHllHがIllr

った゜企lm1iiH枚総

体(北jlJ+1巾)では、

Ｌ級で植田利轡ｿＩ

(諌早農業)が３位

に入賞し一人htを

吐いた。

昭和50年

全n本学生避手１１ｈ

大会で島脇八化

(n体大>がFも級で、

上島政隙(名城大）

がＬＨ級で共に優

勝。命Ⅱ木遮手Ｎｉ

大会でililII処規

(小浜ilUllMi将)がＭ

級で優勝し、Ｌ級

で崎尾人生(日体

大)とＭＨ級でＩ：

偽政隙(橘城人)が

共に２位に人賛。

三ｉｍｍ体では凸111

昭和53年

長崎国体で吉田建規(県央消防将)が成

年82.5kg級で三迎覇達成。少年67.5ｋｇ

級で古田和久(諌早農業)が３位に入質

し、兄弟そろっての入賞でWiIⅢなどを

111Aわす。全lml商校総体(畑lM11h)ではiii］

途の古田和久(諌早農業)が67.5kg級で

２位に入賞。しかし、この２位は体Ⅲ

差によるものだけに残念であり、蝉が

木から落下するという、うだるような

猛将と共に悔しい思い出となった。

昭和54年

寓崎国体において、古lIIhLAlL(県央ilIl防

将)が82.5kg級で310kgと記録を伸ばし

て４連覇達成。１回優勝するだけでも

大変なことなのに４迎覇とは実に紫Ｉｌｉｉ

らしいことであり、Ⅲ協会Ｉｌｌｌ係瀦の脚

ぴと共に県民の誇りとなった。またlIil

lfl体で弟(ニリ))11;111惣治(Ⅱ体大)も９０

kg級で３位に入賞し、昨年に引き紬い

ての対象こそ違え兄弟そろっての上位

入賞に地元新聞の記事を賑わした。一

方、高校生は全国商校総体(明石市)で

酒作勝NII(諌早農業)が56kg級で８位に

入賞。67.5kg級斎藤肢､１１(ｌｉｉＤが７位入

賞。lO1iiFどおりの結果は出せなかった

が好避乎が揃う次年度へ期待をつない

だ。

昭和55年

余日本学生選手椎大会でiAi田惣in(H

NE大)が82.5kg級で３位に人償。灸m

iWj快総体(新ｌｉＩｌ浜ilj)は、｜M体４仙人枕。

３位以内入賞を期待していただけに上

位入賞の壁の厚さを痛感した。（M1人で

は、67.5kg級で上島春喜(諌早農業)が

２位。同階級で久保(舞子)とハイレベ

ルの争いの結果、体Fit差の負けであっ

た為爽やかな敗北感であった。

栃木|刊体では上lib兄弟がそろって1111』

し、蛸の上局が害(諌早展典)が少獅7.5

kg級で優勝し、高校総体の.：吋辱をはた

す。一方、兄の上島政陸(小浜ill防瑠）

は成年100kg級に出場し、３位に入償。

ここ数年、吉田三兄弟、」:$b兄弟のiWi

lllがロ党し〈、本111のウエイトＭ１を什

兄叩でffKtった格好になった。

昭和56年

全体的に低調な年で、国体は下位入賞

のみで盛りあがりに欠ける年であった。

その中で孤軍奮闘したのが安永勝助(陳

早農業)で、全国高校総体(水｣2町)で

は52kg級で２位に人質。続く滋iHl｣i１体

で失敗しながらも52kg級において４位

に人質。雌は１年時の後半から入部し、

この短期Illlの中に-ｋ位入賞をしたり|ﾘｄＬ

な才能に驚かされる。

昭和57年

卜旦政騒のジャーク

鎌､11農業高校の団体初優勝は、Il0IUl・山

lIRl･九州の西ロ本地区で始めてのでき

ＤＩＩであり、加えて低調気味の九州にお

いて大きな自信となった。和歌llIlm体

では、燭屋八生(諌早.農業)がFe級で他

を圧倒し、340kgで優勝し、Ｍ級で樋

｢1lWIll<iDNjIK農業)６３位に入職した。

昭和47年

分Ⅱ本学生選手権大会において、台III

AIL現(潴城人>がＬＨ級で初優勝。

血児１ｌｂ'五１体、少年の部において朝焚Ａｌ

厳(鍬liIL農業)がＭ級で３位に入賞し他

の階級でも合せて５人が全て人ｉｔ・

昭和48年

会Ⅱ本学《に選手権大会で吉田処規(名城

人)がＭＨ級で二連覇。加えて全11本選

手樅大会で同選手がＬＨ級で３位に人

償。

分l11ibi枝総体dulII市>で疎｣iL農業lIli枕

が二lqiIlの川体優勝。無欲の勝利であ

った。１Ｍ1人では、奨木H1(疎｣IIL農笈)が

Ｌ級で優勝。Ｂ級で大戦政１１１１(liil)が３

位に入賞した。

千葉国体では、吉、建規(名城大)がＬＨ

級で優勝し、実りある年であった。

昭和49年

分Ⅱ本学２１：避乎柵大会において、Ｍｂ

政附(禍城大)がL11級で２位。今ロ本迦

Tlii大会で勘陛八生(Ⅲ作大)がFe級

で31,1(に入賞し、なお同選手はllW1Q遊

乎伽大会にも出場しＦｅ級で６位に食

処規(小浜ilIi防暑)Ｍ級で２位。Ｌ級の

局屋八生(11体大)と上為政隣(名城人）

が３位に入賞し、諌早展高OBの活珊が

II立った。一方、全国高校総体(111梨IIi）

では、鈍｣iL農業商校が卜１１体で４位人賞。

昭和51年

余１１本巡手jHii大会で、ililu処All(鎌｣ＩＬ

ｉＷ防將)がＭ級で二連覇達成。Ｍｂ政

隙(名城大)もＭＨ級で３位に入賞。

全1m高校総体(豊科ﾛJ)では、古IⅡ惣ifi

(鎌Blu農業)がＬ級で３位に入賞した。

靴<佐賀同体においては、少fIzのliIIF

級のilH以LWiifi(疎』iL艇業)と尚111惣ifi

U1il)が共に３位に入賞。同人公におい

て惣ifiの兄である吉田処All(鎌DTLWl防

將)が成年Ｍ級で優勝し、Ｊにおいて

173kgを挙げ、日本新記録のおまけま

でつけた。

昭和52年

この｣Ｆより作jli(制の欄称が焚史さｵL、

k9級という形で表示、呼称されること

になった。日ソ対抗を兼ねた全11本選

手権大会では、吉田建規(諌早消防将）

は３位。日本選手では２位となる。続

く宵森1,体では82.5kg級で優勝。Ｊの

符別武技で185.5kgのⅡ本Wii1d鰍を111；

jIiに緋き捌立する。２ｊＩ：辿統のⅡ本斬

i化鰍の樹立は立派というほかに占梨が

ない。令回商校総体(商梁巾)では、澱

久政ｉｎ(諌早農業)が67.5kg級で７位に

入賞した。

1７２



い年であった。しかし、３月藤沢市で

Iwl催された全lLIiiIi核選抜大会に田中俊

宏(諌早展照)が推繭さｊＬ鰹閲した結果、

75kg級で７位に入賞した。

昭和62年

余[1本,､控l{巡乎柵大会で市川英昭(）し

川脇立大)が60kg級で３位に入賞。

沖繩1,1体ではI燭存響(lRスポ研)が７５

kg級で４位に入賞したが、世代交代の

落差は大きく、Ｉ､ﾉj的に一歩二歩後退

の形となり、灸Ⅱ本学生選手椀大会３

位のiliIIIo余１１本遮乎柚大会で60kg級

にlHjルL41Itに入賞した松尾徳ﾘ)(Ⅱ

体大)ら学21:､(の成災が待たれると二

ろである。商校関係に目を向けると県

内では11Ｍ冊枚総体において無敵のＭ体

戦2OML勝を続けていた諌早農業高校が、

新興チームの蝋DII.〕KiIii枚に１１kれる波乱

が起きて鍬210.束0Wi枚が初優勝。

l8fI211U、蝋liq腱業商校で監粁として県

の１１心避手の全てを育成し、諌早来高

で再スタートを切った篠崎義雄(現Iifb

iWi校紋瞼)が、師鍋対決で恩師の貫禄を

示したIlfでもある。また、諌早束尚校

以外に、その後、ドIi彼農業商校の綴弧

などをゲえるとI1li筋校ウエイトリ１９での

一つの大きな拡換期の年といえよう。

昭和63年

金Ⅱ本選手樋大会の75kg級で上島春喜

(1Mスポ研)が初優勝。オリンピック出

珊にI01ifを寄せたが、残念ながら標準

肥録にiiiせずソウル11袷のlIljﾙは成ら

なかった。今日本学生逆手llYi大会の６０

kg級で松)&憾男(日体大)が優勝。令囚

iWi被総体(洲本Ilj)では、67.5kg級の峯

本孝光(陳早農業)が８位に入賞しただ

けで収稚のない年となった。

爪llilIlI体においては、少年52kg級で梅

崎昭夫(疎liLHq難>がJIilipで７位に。

67.5kg級で餓本孝光(謀111農業>がＳ種

ロ６位、JImIIで７位に入賞。７５kg級

で井手奥山(諌早DIOが８位。成年では

60kg級で松尾徳男(日体大)がＳ、Ｊ種

目と６７位に。７５kg級では上局稚喜(県

スポ研)が枡珊し、JIiliHで優勝、Ｓで

３位に人慨した。

平成元年

此崎1Mウエイトリフティング協会の役

、改選があり、本年５月より理來長に

筏崎義雄(疎早Ⅱ〔教諭)。mII理事長雑事

粉Iii跿に浜崎芳宜(Ⅲ総地協会)が就任

し新スタッフでスタートした。

全11本巡乎ｌ１ｉｉ大会で松尼徳ﾘ)(久原養

繊戦蹴)が60kg級で２位に入賞。

北海Ⅲh１１体では、少年52kg級で酒井ｌＥ

ｍｔ(鎌JilL農業)がＪ種目で８位に入賞。

成年60kg級では松尾徳男(久原養護教

体大)が75kg級で優

勝し、実力を徐々

につけ県勢の牽引

lIL的存在となる。

奈良倒体では、７５

kg級で上局春騨(Ｈ

体大)と90kg級で吉

111惣治(諌早農業教

諭)力洪に３位にな

り、惣治の弟、吉

IⅡ和久(Ⅲ仲人)が

82.5kg級で５位、

粁喜の兄、上lib政

瞳が100kg級で７

位と昨年に引き続

き兄弟４人全員の

入賞となった。一

方、少年の部では

56kg級の松尼徳ﾘ）

(諌早農業)が２位

に入賞。

昭和60年

`綱嘔1体において、

この年は古、和久

が故障で出娚でき

ず、二兄弟４人靴

園一国－房－１本~贄
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昭和60年、ＢＯ取国体75kg胆優囲の上田存画

の揃い蹄みはこの年で途絶えることに

なった。その中で上勘兄弟は健在で、

弟の上lib森響(大村養護学校教諭)は７５

kg級で優勝し、兄の上島政隆(小浜消防

1W)は100kg級で５位に入賞した。また、

昭和56年時、少jIiの部に11Mルしてから

４年仮I)に成年の部に復帰した安永浩

助(]i之iiTil1I防暑)が52kg級で４位に入

賞。この入賞は、福江島という離島の

地に勤務し、IMF折、強化合宿等に参加

するのみで、後は指導者不在の中、ま

た不十分な純門地共、練習場で一人黙

々と純倒した成果であり、彼のウエイ

トリフティングに対する梢熱と熱意に

敬服し、山まれた条件で練習している

一般選手鎌への大きな刺激となった。

昭和61年

全ロ本逆手}i１大全紙アジア競技大会予

避75kg級で上lIWi&薯(県立スポーツ研

究折禅センター)が２位になり全１１本

の代衣に。ただし、エントリーのIlIl係

で砿技には出柵せず。日鯨親善大会に

｣Zlb秤叫(1)1スポ研)が75kg級で出場し

優勝。また、Ⅱl梨国体においては、成

年75kg級で上;､森野(県スポ研)が２位

に入賞。Iii述の安永浩助(爪とⅢi消防

将)が52kg級で８位に入賞する。この

年から柑時出M1していた上崎政隙がり｜

迫Ｌ、大きな１１t代交代の時期に入った。

商校にロをIfjlけると、期待きれていた

個人選手がr想外の失敗で誤算の大き

全11本学生週手術大会で82.5kg級に出

場した古IHI和久(11体大)が優勝。また、

同大会で75kg級の上島春喜(日体大)が

２位に入賞。全ロ本選手柿大会で82.5

kgに出』ルした古川惣治(Ⅲ立久原義趣

学校)が３位に入賞した。

励根l』体では成年75kg級で上局春野(Ⅱ

体大)が２位に入賞したが、その他の

避手の活珊は今ひとつであった。

商校生は全国商校総体(牧園町)におい

て個人の２．３人に期待したが、その

１１０で75kg級の野'１１弘ＭＩ(錬早農業)が６

位に人徹したにとどまった。

昭和58年

アジア避手樅大会で上島春喜(日体大）

が75kg級で３位に入賞。いよいよ世界

へIIOIけてのスタートとして県協会あげ

て期待した。群,Ｍｌ同体では、吉田(惣

治、和久)･上励(政随、が再)の二兄jVl

４人力IＩＭＩって入賞した。しかし、上川

が脚の５位入償が舷聞で、全日が下位

入賞であった。また、少年の部では５６

kg級に1h場した市田英昭(諌早農業)が

健闘して３位に入賞し沈滞気味の商校

に大きな刺激剤となった。

昭和59年

金Ｕ本迦手柵大会兼ロサンゼルス工謄

代表避考会で上周春喜(日体大)が82.5

kg級に出賜。２位にとどまり惜しくも

代表楠を逸してしまう。

全ｎ本学生選手柿大会では上島春喜(ロ
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Aii)がＳ種目７位、Ｊ柧目３位に入賞。

75kg級上島春喜(県スポ研)はＳ柧目で

２位、Ｊ種目で優勝した。全脚商総体

(上板町)では、{1111人の部で67.5kg級に

lIMルした松本街三(猟｣TMll業)が８位入

賞。また、全国iWi枚避抜大会に|`Ⅱ巡乎

が67.5kg級に出場し、６位に入賞する。

平成２年

福岡国体では、成年75kg級で'二Ab存響

(県スポ研)がＳ種１１３位、ＪｉｍⅡ４位

に入賞。全国商校総体(村111町)では５２

kg級で堀)し色英lMu(誠j'１.農災)が４位。’１１

階級で、110雑(諌早束)が８位に入賞。

また堀尾は全国高校選抜大会(11川ih）

で52kg級で８位に入賞した。

平成３年

石川国体で、成年75kg級で｣:為が瀞(Ⅲ

スポ研>がSIin[i４位。JIiIinで２位に

入賞。少年82.5kg級では松崎１Ｗ（((疎

ji1Ⅱ〔)がＪ樫目７位に入賞。全IHiIIi総

体(澗水市)緒方宏至(諌早束)が60kg級

で５位に入賞。また、１回]選手は全日商

校選抜大会(金沢市)にllMルし、６０kg級

で５位に入賞。なおlIil階級のMi瀬俊Ⅳｌ

(擁早來)は慨し<も失格した。

平成４年

111形１，体で成年60kg級において松尼徳

ﾘ)(希望ケ丘養識教諭)がＪ柧目８位。

75kg級で上島春喜(諌早農業敬諭>がＳ

種目５位、Ｊ種目で４位に人質。少年

では、５６kg級で早出旗一(雛p10.束)がＪ

で７位に人質。全ｍｉｎｉ校避仙人公(瀬戸

TIT)には３名Ⅱ}期。全て64kg級にエン

トリーされ、沸氷大助(西彼腱業)が４

位。井手政又(諌早束)が８位に入賞し、

小松祐一(西彼農業)は桁し<も失格。

平成５年

mln図体で成年60kg級松ﾉﾋﾞ懲り)(希副ケ

丘養硬教翰)がＪ棚[lで７位。７６kg級で

上JGb雅糾諌早農業教鋤)がＳ棚ＩＥＩ３位、

Ｊ種目２位に入賞。少年64kg級で渉水

大助(西彼農業)がＳ秘ロ２位、Ｊ種目

２位と大健闘。７０kg級ﾌﾞ'千政又(疎早

来)はＪ種目で７位に入賞。全国011校

総体(小山市)では64kg級榔氷大助(西

彼展典)が６位。７０kg級でﾉﾄ乎政又(蝋

｣11束)が７位にそれぞれ人賞。今ｌｌｌｉＨｉ

桟避抜大会(石岡市)では70kg級に小川

土雄(西彼農業)がIBM》し２位に入賞。

全国商校総体へ夢をつないだ。また一

般では、全日本社会人大会(瀬戸市)に

「陳早クラブ」として初審力１１.団体４

位。イⅢ人で59kg級堀)仏共抑４位。６４ｋｇ

級松)色徳男２位。７６kg紙上ｌ6粁灘１位

県高総体および高校斬人戦優勝枚一覧 全九州高校大会３位以内入賞一覧(団体）

鴬
九州遇手相大会(－曲団体)３位以内入賞一覧

｣iL腿業>がＪで７位。７６kg級岩村ｉｆ和

(同>がＳ・』共に５位に入賞。

全lfl間校総体(岩美町)では64kg級で氷

渕和仁(liiDが８位に入賞する。

会11本社会人大会(東広島市)では団体

８位。個人では59kg級で堀ﾉﾋﾞ英繩Ｕｆ

崎労雅)が`1位。８３kg級でﾂ|:乎其ＩＩＬ(日

徹)が４位。Iii]級で上局春灘(擁JIL農業）

が５位に入賞した。

<覇I役員＞

公災ｉｉｉ本勝喜

MII企及前田、寛平石英利

MlIllI1堤武男堤随近

HMrlf1t篠崎蕊雄

aIljFIPII及蛾事務局箕浜崎芳宜

理ｲﾄ雑強化部長吉田建規

理'１１雑普及部農上島政随

El10lI峨腕技ﾉ｣委171吉田惣治

Wｋ1（岩永勉高以良祐治

の結采を11ﾄる゜

平成６年

愛知|到体では成ｲIi64kg級で松尾徳男(希

望ケ丘養護敬鹸)がＪｉｍ目で８位。７６ｋｇ

級上騎存轡(鎌1,'･農業教諭)がＳ種目６

位。Ｊ細[１３位に人漬｡少年70kg級の'１，

川l:雄(Wi彼農鷺)はＳ棚Ⅱ４位。Ｊ楓

Ｈ３位。７６kg級IAlllI友和(鎌DilJIqはＪ

種ILlにおいて６位に人従した。なお、

小川は全国商校総体(滑川市)で３位に

とどまり、個人優勝の夢は破れた。全

国商校避抜大会(IulHIl市)では諌早農業

の２埆が11Mルし、６４kg級で氷i)W和人が

７位。７６kg級で掛村11鰍lが８位に入賞

した。

平成７年

福島国体では成f'二64kg級で松尾徳男(希

望ケ丘養讃教諭)がＪで８位。８３kg級

で井手典也(側溝)がＳで４位に入賞し

たが、Ｉ２ｌＭｉ&脚の披けた六は大きく今

後の強化策に大きなlMUlUを蝋した。－

〃、少年は|Ⅱ1体で64kg級氷渕和仁(鎌
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年度 ｌＷｉ総体 新人職

昭和40KＩ 1ｔ崎丙商校 諌早農業高

昭和41J’ 催１１t保北iiii 隙 1農業iiii

昭和42ｲ１ ＩＭＩ }し腐業iWi 雛 L農業商

Uii和43《Ｉ IMI }Q展業iii ＩＭＩ L腱粟ini

Ⅱﾛ和44H１ iM１ '1農業脚ｉ 鍬lil農業商

昭和4511 疎 ,t農裳商 iiliDiI･農業商

昭和46年 鎌DIO･農業商 謙Biq農業高

昭和47年 諌早農菜溺 諌早農業iiji

昭荊 48年 疎』fL農業間 諌早農業高

昭荊 49年 疎！Ｌ農業,舟 諌早農業高

昭椚 50『’ 疎JIL農業ilii 礁早農業間

昭消 ５１fｌ 疎｣OL農業,#Ｉ 陳芋農業間

IIlW1 5211 鍬ＪＩＬ風典,Wｉ iMUil農業ini

昭墹 531 lbItJiq展薬IWi 錬り12農業高

昭和54fｌ 蝋EIL農業iｉｉ 雛早農業商

昭和55J１ iMlDIL農業間 諌早農業高

昭和56年 ijli｣Iq農業Hii 諌早農業高

昭和57年 純Di1L農難iHi 諌早農業高

昭和58年 鈍りIIL農粟商 諌早農業iii

昭和591 疎UIL展繁商 諌早農業iｉｉ

昭、1601 諌01ｔ展藁商 諌早農薬iｉｉ

ilHm61fl 織りit農業iｉｊｉ 鎌lIL良菜Oｉｉ

011m62年 鐘ＤＭ〔MIj校 諌早農業高

昭和63年 謙｣il良某,鮒 諌早農業高

平成元年 疎｣１１農業高 諌早農業高

平成２１１ 疎ＪＩＫ農業商 諌早束高校

平成３１１ 雛､11〕I[iWi枚 諌早功〔高校

平成４１１ ＭＷＬ腱業iWi 棟早來高校

平成５１１ Ili彼展災iWi 純早來闘校

ｊ１４Ｉ此６ｲ’ liIUIo･息災商 蝋｣i1段典,nｉ

)l(ｌ此７ｉｌ 鍬011.展鎚iwi vIi彼農難,別

昭和42年度 優勝 諌早農業ini

昭和43年度 第２位 鎌｣１１農巣iｉｉ

Ⅱ(I和444 庇 優勝 鎌｣il農菜,､』

IIll和451 度 鰍２位 鈍｣i１段染,bｊ

IUlｲ114611 腿 優勝 猟｣i(農典Ini

lIllhI47fl 皮 優勝 鍬￥農業iｉｉ

Ⅱ(州14811 皮 優勝 諌早展楽曲

Il8fU49fl 庇 第３位 識｣UI-農業湖

昭、50年度 第２位 諌早農業HＨ

昭和51年度 第３位 諌早農業商

昭和53年度 優勝 諌早展案商

UlIm54年度 優勝 鎖早農業商

昭和55年度 優勝 蝋jll展業砺

UHm56平llli 優勝 鎖JIL腱業商

nIzI和5711:腿 鋪３位 蝋.111農業海

1Ｗ利58fIK庇 第３位 鎌J11段梨i湖

昭和59｣1K度 第２位 諌早農業Mｉ

昭ｲ1161年度 第２位 諌早農業iii

昭、163年度 第３位 諌早農業商

平成２年度 第３位 諌早農業商

'１２皮３年度 飾２位 弾.CIL〕I[商校

平成７年IBｉ 姉３位 鎌JIL農業nXi

昭柑 52年腿 第２位 及埼Ⅱ！

１１(州 54年度 第３位 艮崎ｌⅡ

昭椚 57年度 優勝 長崎1１１

叩用 58年度 優勝 及崎ｌｌｌ

lllIjn 59年庇 優勝 ｣と崎ＩＩ１

Ⅱ(州 60年皮 第２ 及崎Ⅱ！

Ill州 6111 血 優勝 災崎ＩⅡ

I1lI和6211 血 jiY3位

崎

jIA成兀《Ｉ l奥 第２位 挺崎Ⅱ！

平成２１ 度 第３位 長崎１Ｍ

平成4１１ 度 第３位 長崎

平成５１１ 度 第３位 及崎1１１

平成６fＩ 度 第３位 長崎ｌｑ

jIL皮７fｌ 度 優勝 長崎1M
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第３代金子勝之助

第４代江頭幹治

第５代村上寅美
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(ⅡH側47年～）

(昭和62年～）
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事務局〒８６２１m本県胴本市九品寺町3-1-1餌西高等学校内

古潮健司TELO96-364-8176

大会の近ｲﾄﾞは、色々な機１１Nの幼き６あ

って活発化する。将に竹政ｍでの影響

は大きく、Ⅱｲ政及び人411の､iでの手助

けは多い極良い。競技力向｣､と活性化

の為には絶対必要だ。

協会孜立当時、将米への大きな夢を

描き唖技人｢】のj､加をⅡ槻にＰＲし、

各地域毎に向らグループができた。下

ｆ市では元酒ｌＬｉｌのfT1il(をｷﾞﾘ用、熊本市

方面では元三町に20人位、本庄町に数

名、坪井町その他個人々々がFIL的に

練習した。県下今般でのlljt技人ｎは７０

人位に迄になった。暇鰍人11は30槽1iii

後だったのは、他の遇下は１１:段はボデ

ィビルの純１１Vをし、賦介Iiliに三柧目の

練習をする程度だった。だから県内の

大会にはウエイトリフティングの試合

とボディビルのコンテストをliiI時に行

う事もたまにはやった。

Ｐ簸技はボディビルの選手がｲiｷﾞﾘで、

のちに熊本ⅡＩボディビル協会の会跿を

務められたＢ級の桃111ｲI峠氏は、ペン

チＰを200kg挙げられ、ギネスプック

に紋るべき人もいた。

又､ＦＥ級の池[Ⅱ遮乎は、Ｐ85kg､Ｊ82.5

kgとＰの〃が｣:廻る避乎もlllIM、多柧

多概なフォームと|Ⅲ桃あふれる選手が

いっぱいだった。技術でも樫通い打ば

かI)の選手がただ三iilillをルール通り

に成功させようと一生懸命競技した。

服装もまちまちで、Ｔシャツを改造し

たり、もちろん半ズボン透や、毛糸で

細んだタイツやら、シューズは巡肋靴

は｣i')Iiii、地下タピ、ボクシングシュ

ーズを庇上げ故jiiする瀞々、IAlh：の整

理されたスマートな11M渋とは想像外の

状況でルール辿りにはとてもできない

様な有様で、膝迄の地下タピの人等、

滑稽極まる風蹴で全期は賑やかで束し

かった。

もちろん器』l6iIH岨のバーベルは宇

土市以外ではある択がなく、セメント

を固めたI)、荷Ｊ１【のり(袷を政適し．シ

ャフト等は近くの鉄ＪＪｉｆから貰い、県

内の鋳物工場が造ったボディビル川パ

き、初代役乢が決定した。

〈年次別概況＞

本県の数少ない餓技人口の０１１で、協

会波立以米、翁l剣大会の優勝粉だけを

〈沿革＞

鰹会殴寸以前

ＩＩｒｌ和32年５月７Ⅱ、鶴屋デパートに

てlMllm、大分、熊本、三県で九州避手

梱大会が１１Ⅲ1mされた。この日が本1Mに

おいての鹸初の大会である。数I1iiijか

ら新川、ラジオで宣伝され、全鵬はii1l

L1だった。九州では福岡県だけが協会

登録されていた。大分、熊本は愛好希

逮がグループ単位で練習をやっていた。

翌昭和33年７月６日、福岡県北九州

iIi小灯、砂ill体万館で三Ⅲの九州大会

が災施され、本1Mから５名の迦乎が川

ムルした。Ｆｅ級で初めて本1Mの村本鉄

也が優勝し、熊本日々新聞に大きく戦

り、この日を機に愛好者グループが活

性化本県の協会設立の準備を地める

41となった。ボディビル雑リフターの

愛好者も20潴位がいた。

楓別毎に紹介する。

《１４民体育大会》

小平の部

昭和35年荒木光次Ｍ級

昭和41年今村実Ｆ級

昭和45年後藤節HRB級

《令|叫商等学校総合体育大会》

昭和38平野lllKfﾘﾘＦ級

IlHmI39平ＦｆｌＨｉｎﾘ）Ｆｅ級

昭和401Ｆ今村実Ｆ級

昭和41年今村実Ｆ級

昭和45年後藤節哉Ｂ級

昭和62年渕本誠一100kg級

平成３年本田剛四郎９０kg級

平成８年激幼忠９１kg級

〈今回間神学校選抜大会》

昭和62年渕本誠一110kg級

平成３年本、剛mBlI90kg級

平成８年諏訪忠９１kg級

《令|靴１１学生選手栃大会》

''4成３年向lldllllI二４８kg級

jl2成４年三ｿﾞl：端麗48kg級

平成５年iiij坂餓側４６kg級

平成５年松本蝋滋５０kg級

平成５年諏訪忠７０kg級

平成７年速水稚浩５４kg級

平成７年酒井宗俊５９kg級

平成８年松崎泰裕５４kg級

《女子国体記念杯ilH核の部》

平成５年諏妨嫡子５４kg級

平成７年大和佳忠５９kg級

《全国女子高校選抜大会》

平成６年諏訪淌子５９kg級

平成７年商田忠爽５４kg級

平成７年大和代山５９kg級

《全ｎ本マスターズ避乎柵大会》

平成６年村本鉄也６４kg級⑪

協会釦ウに至る経緯

昭和35年の第15回国体が熊本県でⅢ

伽決定し、ウエイトリフティング競技

が宇二I2iliで開(鵬されることが判Iﾘ]。近

々字｣ziIiが協会孜立する癖とのJII･愛

好打にも宇土iliから呼びかけがあるだ

ろう。数ケ月後の昭和33年秋、宇土市

は各方面に選手養成と人員砿保の嬰綱

をお願いし、特に熊本市内に避乎が災

'１'していた関係上、国府町の井上ボデ

ィビルセンターを通じて愛好希グルー

プに迎絡し、Ｘ宇土市近郊の町村から

刀自世のＷ年逮を梨めた。

’１１央から井口理事鋒、飯IMBMuIl、北

九州大学の美山理先生、北九州大学生

を招き、市役所職員、地元体協関係粉

輔、研修会並びに合宿を実施し、役風、

選手の養成を始めた。珊年昭和34年２

月2611協会投立、４Ｈ１Ｈ、Ｈ本協会

に加盟した。本部は宇土市役jﾘf内に置

き、急ピッチで国体1111催の為の噸備を

し、会奨に市奨の大和忠三、理plI災に

教育委貝会の`鰯場学、監督に職員の松

！&快桁報々人事面においての体制をし

本県の競技概況は国体抜きで澱るこ

とはできない。昭和35年度熊木国体前

後と２回目の平成11年節54回同体熊本

1７５



－ベル等、プレートも正砿な爪賦では

なくシャフトの太さもまちまちで、落

とすと曲り、それぞれが手通りの器具

で練習をし、それでＭ'１－つ苦労した

と感じた〕1Ｉはなかった。

協会Iill:立時から現在通、llIl係将はも

ちろんの事、第三者の協力と地域の理

解が現在の411H咄Iiを形成している恥は言

う迄もなく、協会の歴史をiMiる時、記

すべき事が沢山ある。

前紀のように各クラブ共、濁典不足

で悩んでいた。特に村本鉄山をIlwL､の

元三町グループは1M下雌大グループで、

３Ｗ１１強の20数名が自宅広M1でⅢj天以外

は交代で練習し、ウエイトリフティン

グ用のバーベル１セットだけでも欲し

かった。宇土市のバーベルは持ち出し

鱗止で使えない。字｣:I1iに行くには向

伝jllで40分かかる。しかし服規のバー

ベルの練習も必要だ、もちろん命は無

し現在のようにクレジット等ローン

で購入できる時代ではなく、地元の有

志達に相談もした。なかなか良い返〕Iｉ

が来ない。バーベルを側いたいから金

を下さい、と瓢むだけで兄送りは何も

ないのに11)す人はいない筈だ。それで

も節めず、誰にでも金を無心した。そ

んなガムシャラな村本のHIfをllIIき、相

談に乗ってくれる人がいた。熊本市川

尻町青年学級学奨で、現椛も86歳で健

在の添脇騨好先生だ。逢った]I(もなく、

名iiiIも知らなかった先生から、学級化

をjmじて逢いたい旨の迎絡があり、学

校に行った。私達グループの然愈を感

じとられ、どれ位の金額が必要なのか

聞かれ、５万円はほしいと答えたら、

どうにか都合しよう、いう返耶が米た

時の感激は現在でも思い出すだけで６

体が麓える。しかし条件があった。そ

の条件こそ熊本1Mが砒立以米'１０学生の

桁導に努力してきた源だったような気

がする。

昭和34年頃の県内の高校卒の初任給

が6000円位の時、５万''1は大金だ。そ

の金を大戦に使う為に色々考え、バー

ベルも上坂の正式なバーベルとlIiに効

jlwあれば良いので、鉄工所にII1illiし

て安い金額で造って貰う邸にし、シャ

フトは堅くてしなりのある鋼材は奥似

できないので、SS55の堅くて32％の

大きい鋼材を使用し、当時のはベアリ

ング式だったので容鰯に製逝できた。

Ｘ、リングは、熊本ili交汕局からi1t

Ul[の枕木の廃材木を貰い、スクワット

行も木材を積み取れて利用する蝉工夫

し、ベンチ台もIiij様な方法で色々考え

てｷﾞﾘ用した。宇土市周辺の選手以外で

I±どこのグループも正規の器具がない

為、ボディビル１１１のバーベルを使いな

がらの練習なので、Ｓはほとんどでき

ない状態で、ＰとＪだけになっていた。

元三町のグループはJUAい切ってＳの練

習ができるようになった。

ｉｆ年学級からの５万111支出名目は．

青少年の補導及び育成費として計上し

なければならないので、添局先生は苦

慮された結染、夜の港をうろつく少年

途、俗にいう不瓜飢味の櫛少年を悪の

jUiに進まないよう、ウエイトリフティ

ングの指禅をしてほしい、そうする事

で面目が保てるとのＦＩＩ･北三町グルー

プはその一環として、トレーニング場

を川ﾚﾑ警察署内に移し、主に中学生を

集め本格的な練習に入った。その影響

のせいでlIl1AI升刀而に'１１学生のリフタ

ーが鍵４１ｉし、一般、ｉ1M校生と共に合術

にも参加させるようになった。もちろ

ん協会も承知で、賜塒理邪良の深い理

解で積極的に取糺'んだ。ウエイトリフ

ティング競技はDII学生は全国的には指

導されていないのはなぜか？という

鍵''１１はあったが、リl上々は逆に文部街や

教fr委貝会の秒え方の古さを無｛Hした。

この競技は木成熟の少年には身体に

与える影響が過激すぎ、支障を起こす

おそれがあるので危険なスポーツだと

決めつけている。将に関節等に負担が

多く身縫の111びが蝋<なるのではない

か？とサえられている。では他の妓

技を参秒にすれば災いのではないかと

考えて、バスケットやバレーボールは

ジャンプによる110節への負担、相撲や

柔道はより大きい衝撃がある筈、なら

ばそれ以内位の、胆で済む練習をすれ

ばよいのではないか。

知識をｉＩｌる為多くの斑科を染め勉強

した結果、純１Ｗと食１$力法の我々独自

の結論を出した。逆に身奨を伸ばす練

習で世の淵織をくつ返してやろうと思

い、自侭を持って中学生を指導した。

身長をOIIぱす食Ｈ１(とはバランスのとれ

た食小と、iWi衝のiii口質、カルシウム

を多くとる４１と、カルシウムはとり過

ぎてもいけない４１が分かり、しかも瞬

発力を噸す為、白身の多い魚類、肉等

を食べた方が良い。しかも適当な連動

が必要であるとの結諭だ。理想的な食

事は経済的に困雌なので、負担の軽い

大豆鞠を利川し、豆乳等を飲みながら

理想的な食ﾘﾄに近づけるよう桁導し、

Ｘ練習は軽い爪litでフォーム及びテク

ニックを主体にして、群い身体に将来

リフターとして筋力が十分に力を発揮

できるような〃法をとり、未来に成果

を弧す事に期待した。

昭和35年第15回熊本[到体、少年の部

Ｍ級で優勝した荒木光次は、協会独立

以iiiの２年1iii、昭和32年'１１学３年生の

時からIiii起した方法でトレーニングし

卵１号避乎として成功した良い例であ

る。現在の中学生の指導方法並びに採

点方式は、４０年前の昭和32年頃から熊

本県では実施していた21$になり、jIHL

b､術導方法だった証明になる。

PlmiH夫、今村実専次々と優秀な避

手が紬いた。しかしlIh近少々の鍵'111を

持ちはじめた事がある。それはlljPr12I2

にjliいjIuTtを要求する傾向にあるJ１（

だ。iWi杖時代は良い成果を残しても、

大学、社会人になって伸びが止まる避

手が出はじめた事を心配する。初心に

返って40年iiiに我々が考えた方法をも

う一度兄1,:す時期かもしれない。

その他本lli可の宮村グループ、坪ル

町の桃Ⅱ｣グループ等々沢山苦労識やエ

ピソードがあるけれど、設立当時の想

い出を一つだけ紹介します。

熊本図体をllll近に控えた字｣:iliは、

多柧の分野で忠ピッチでW(術を姉めた。

特に迦乎ｆｉ成の面では２ケ11に一皮の

ｶﾞﾘ合で介術を実施し、地元宇土i(１校に

IMFで飴めてクラブができ、商校生の

行成もliil時に行い、中学、高校、一般

と谷Iii]合宿し、特にクラブの無い餌西

商校、熊本商校、済久満校、天離農梁

ilH枚、犬“商校とⅡＩﾄﾞ各地からGiflに

参力Ⅱした。

１ＷⅡ34年節14回国体東京大会に本１Ｍ

から始めて４名の選手を派遣するまで

になった。監督に松尾快治、Ｆ級111神

補親、Ｂ級桃山和幸、Ｆｅ級村本鉄

山、Ｌ級熊井光存だ、人賞巷はいなか

ったが、この体験が後Ⅱ協会苑鵬のス

テップの｣:台となった。設立年度34年

１kはスタートの年として非常に有意雑

で学ぶ111が多かった。

いよいよ35年、熊本国体の年がIﾘﾘけ、

奴り10ケ月Ⅲで強い選手を育成しなけ

ればならない。矢部町出身のＨ級の塊

役避乎でrI19i隙fiの１１村一iIRがｊｌｉＩｉＩｌｌ

に征化しているFISが分I)、熊本111の『Ｉ

附隊に配属してもらい、本格的な強化

が行われる躯になり、コーチ兼避手と

してⅢ内週手の面倒を兄ながら自らも

優勝目標に練習し、協会の(１１心的な存

在となり、各グループ症に桁弊するな

ど、強化の為に尽くし、Xl9MI皿JlI1と

の机llIiIII手としても県内のまとめ役と

なった。その他聞校生の荒木光次が優

勝険ｍだった為、寝食を供にするnlfも

しばしばで、長夜を問わず貢献し、逆

1７６



手述からは良き先筆として基われた。

北九州大学の部員との合同合宿も皮々

行い、1M内選手のレベルも日毎に上述

し、１↓Ⅲ時に１１１央からの指弾で、瀞ｌＩｌＩ１風

の獲成並びに役貝の桁導b1Uiiimに巡み、

いよいよ国体Ili脳の秋を迎えた。

各学校の連動会にも出向いたりＰＲの

方も機会ある毎に行い、昼食時IlIl等を

利用して理解して貰う平も忘れなかっ

た。昭和35年10月23Ｈ国民体育大会総

1Mけだ。Ⅲl会式当Hの午後からiWi枚Ｍ

級の拭介が始まり、地元荒木光次が優

勝し、地元は沸いた。翌ロの熊本ｎ々

新川の一面に大きく写真禍戦され、初

の金メダルと報じられ般商のスタート

を切った。各県の選手との交腺もで

き、成功した大会だった。Ｈ級の010村

避乎は２位、桃111選手が入賞し、他の

迎乎もベストを尽くした。

［剛体終了後、役員は解散し、逆手途

も生活の為に仕事に集中しなければな

らず、宇土高校の生徒と一般の選手も

10名位に減り、他の者は元のボディビ

ルの純１９１に変り、1K内大会も１１Ⅱけない

位になった。宇土市に数名と本庄町の

宮村グループが５名位、多鶴いた村本

グループでも一般５名、リＩ学生も３名

になった。－万役員も馬塒理ulf奨一人

の状態で、協会も潰れそうになってい

た。協会設立も国体のため無理にでき

たようなもので、選手逆の想いとは逆

方l('1に池んだ。ただ他ＩＩＬとの付き合い

やメンツの為に存在するに過ぎない。

役貝も行政的に組織されて避乎途と

年齢の差や考え方のギャップがあり、

ただいらいらするばかりで、どうしよ

うもない状態だ。幸い翌年昭和36年４

月１日、鎖西高校にクラブがlIliijl；され、

Ⅲ内に２校の商校ができたのがせめて

もの救いである。

中学生指導は続いていたので、ほと

んどが鎮西高校に入学して少数ながら

優秀な選手が続き、昭和38年、３９年と

迎統して野、澄夫が全国商校総体で優

勝し、効果は徐々に現われ出した。Ｉｌｊ

学生育成の効果はしばらく緋くりlにな

り、’111和40年、４１年今村実が会同iIli枝

総体迎統優勝し、４１年大分ﾛ体ではＦ

級Ｊで122.5kgのジュニア世界新緑を

出し、表而上は熊木王国の到来か？

と協会の実情とは逆の良い方の結果が

靴出しだした。もちろん数１FⅢ]は'１１村

一蚊の指導があり、他にも上位入賞者

が宇土商校からも出だした。１１N和45年

会同商校総体と国体で後鰹節故が二冠

を達成し、まだまだ続いた。

しかし競技人口は減少する一方でⅢ

モスクワ･オリンピック代衷に選ばれた樋rIin錨

体育協会も危恢していた。中村一哉も

県外に去り、元選手述は30歳代になり、

世の''１枢として働き、会社を1111識する

肴や生活の為に時'１１１をＷし、いつか誰

かが協会を蝿先し立てI化してくれるだ

ろう？と１１<秒えていた。

昭和46年和歌IIlEl体の時、本県選手

達が、協会立てiiiLを早くしてほしい、

このままでは潤れるのではないか？

と心配している姿を兄た時、選手達の

心をそこまで追い１１Aめてしまっていた

１Fに、光釧述がしっかりしなければな

らない。ＷＨ齢の｣9期ⅦEII艇一人で必タピ

に守ってこられた協会を潤す訳にはい

かないと考え、昭和36年11月県立武道

館の会議室に11年彼I)に約80人位集合

し、討證した。先ず人４F耐から取り組

む事になり．111神、桃Ⅱl、村本、荒木

の４潴が代表し、脇j9FMJl`及宅へ殿併

しに行った。

数週１１１１後、会奨以外の新役員がIAl定

した。願IMI･賜叫学、、Ⅲ公民･仲武利、

理事長･菊池文融、リド務局･諏訪忠治、

代表理１１１･村本鉄山。他の理出は会議

襟にlIlllIFする人を、その時の畷Ⅲ`とす

る方式をとった。

昭和47年４ｌ１１ＩＩ、第３代ＩＥＩ会艮に

金子勝と肋が決定し、協会再出発のＬｌ

となった。一方鎖西商校の江頭幹治先

生は、凧体協の理J1（報多忙は承知の上

HiI会長にお噸いし、相磯相手になって

頂いた。先生は特ﾙﾘな１Wiiで、氷ｲﾄﾞ協

会巡憐の1mのⅡ11Mt役だった111は云うま

でもない。

金子勝之助新会1と以下、菊池文融理

事長を中心に再度協会迎営の本給が

徐々に始動しはじめた。県内大会も額

繁に災施し、逆手数の墹貝もilfり、几

州大会にも７～８人の参加が可能にな

り、稀WllL16IWjⅡし、役員も光文した。

ⅡI政Iniでは、県体協補助金が」1h人の

収入源で、年111120〃111位と公11凹の数

〕jlXIでは)｣LりるilNがない。賞状とメダ

ル及び総醐、且孤金で不足する。２０i然

関係濁は向潤で参加した。九州大会を

県内で１１１１催する時が財政確保の大きい

チャンスなのだ。200万円近い寄付金

を染め、バーベル輔必要な器具をその

１１１Ⅱllmi1つた゜１１(ｲﾄⅡ55ｺﾞﾄﾞ本lWIl身の後)蝉

節故逆手が、モスクワ・オリンピック

の代災にFe級で選ばれ、待望のオリ

ンピック避乎が出た。又トレーニング

場もIllI和56年に熊本市八幡市に建築し、

唯一の協会練習場としてオープンした。

＄nIlliIWi枚に優秀な監粁が就任した。

jli瀬llEIiIである。UPf$|'光俊をはじめ

次々とn本チャンピンオンを趣化させ、

fWI;いⅢ協会の''1心となって活馴111で

ある。

’111和59年、熊本県避手権大会を|Ⅲけ

るまでに巡乎１Ｗも厚くなり、この大会

を節lliil大会とした。平成工年、第54

11,lIul氏体f『大会熊本大会iV1術のZ》、ＩＩ１

放河姿11分に回体推進室ができ、１１上が

協会もhil体の為の触備に取り組む」ＩＦと

した。

JIK成２年囚体i(Ii備局設置と同時に役

、政I};をｉｉった。現役貝衣の、りであ

る。012皮４年犬11K西商輔学校にＩＩＩ部、

家J1ilIrHI1が軌ｲr、又先生は技術研ｌ１ｆの

為平成６ｲＭ）１１日から半年|Ⅱ川〔H(に

出扱される。国体会場が鏡ﾛIに内定し

た為、地元の八代農業高校が平成６年

４１１１１１，，１１部し、梅崎良仙が宇土iＨ１ｉ
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枚から転任され、県下４高校となる。

平行して、中学･女子の部の強化も行

い、特に女子は諏訪治子の影懸が大き

く、後箪述が続いて、村上寅爽会処以

下、総力を挙げて国体成功の為努力し

ている。

平成８年４月１日、八代郡鏡町に国

体巡備局が設置され、協会も全面的に

鏡町と合体して協力し、２回目の大き

な山を越えなければならない。平成11

年10月を目標に国体が成功するよう軌

弧I)たい。近年は補助金も多額で、遇

で大事な事だけを抜粋して起してみた。

〈３u役員＞

会是村上寅埜

Mリ会奨菊池文融IIB井光審

理小艮村本鉄也

手強化も十分できるようになった。し

かし過去の苦しみを忘れず、器具も雌

小限の出費で済ませるよう、ほとんど

手作りの物が多い。国体終了後、二庇

と谷'''1に落ちないように色々なiiiで次

代の役貝が苦労す労力を除き、ますま

す協会発展に注げるよう、現役、が考

える義務があると思う。瞬間的に熊本

同体で良い成績を残すより、高いレベ

ルの協会発展の方力型ましい。

協会の歴史を述べる時、英大な錨宇

が必要な恥が分かった。ほんの一部分

治
司
幸
二
明
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裕
輝

事中村良造

田尻充

松本春作

海崎良仙
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｡大分県
歴代会長

初代佐繭文生（昭和36年～）
事務局〒870大分県大分市田ノ潮８組

星野忠人TELO975-32-5010

<沿革＞ 昭和30年に日出商校に転勤したＩＩＴ後、

部をｶﾞﾘ舐し平市公会堂と札幌市ﾒLIll小

でIlll(１Kされた全国高校総体には２名ず

つを派過した。また昭和32年には九州

大会を瞼致し、北九大のリフターＭＩＩ

わり33潴がlBjルした。萩ﾉ芯はＪ１05ｋｇ

を挙げ未公魁ながらⅡ本新を出した。

大会迎憐で雌も正饗なことは公趨バー

ベルが備わっているかどうかであった。

武藤が上坂から１セットIlIi人し、中島

は所ｲiのセットを競技会場に持参した。

また翌ｺﾞﾄﾞのM〔京アジア大会に備えて冬

期合宿が別府市温泉プールでIHIかｵL、

英山、巡蝋コーチ以下、萩1.、木藤、

大沼、加藤、鯏川、趨田、iWilIlらの牒

柵が巡ロ汗を流した。まもなく九州大

会も各II1からの参加者も徐々に墹加し

軌jnに采ってきた。大分県も熊本同体

(35年)が迫った頃から未普及椰回を体

協に加え、やがて来るべき大分１F1体に

備える飢巡が兄えはじめ、組織的にウ

エイト協会もその骨組みに取りかかる

ことになった。

こうした過波１０１にあって北九大出身

のIl1RbはI&役として大分１Ｍ協会批立の

陰の力となった。

協会創立に至る経鈎

武藤はihRiWi枕に在任中(28～30)、Ⅱ

体協傘下にＪＷＡのあることを知った

ので時至るに及んで正式加盟すること

になった。３６《ＭＨに県体協とＪＷＡ

との１１mmが終り、熊本lK1体からは少な

いながら４打の避乎を派過し只参加す

るという城を出ることはなかった。１１１

会蛙には当UlFlll会縦貝の佐藻又生を遊

び快諾された。現在に至るまで氏は当

協会のために避刀された。佐灘会艮の

選出に当ってはＭＩＩ府iIi役所の足立課jと

樋会創立以前

時代は戦後間もないヘルシンキ･オ

リンピックに只一人11Mルし失格した白

石巡乎の報iiiはリフターを夢兄る多く

の若若を刺激した。その'１，の一人に武

臘がいた。模索の彼に親切な指導を与

えたのは協会の内鰹義治氏であった。

武藻が理解に困ったのはＳのスクヮッ

トについてであった。図解付きの手紙

の往復によってその技術は伝えられた。

昭和27年(ヘルシンキ大分)直後、大分

iliの興南鉄工所製作のバーベルは｣二坂

のそれに劣っていたが、iUi校生の自主

トレには充分であった。彼は森高校の

陸上部員を招集し、ウエイトトレーニ

ングを始めると、Ｐ60kg以上Ｊ90kgを

こなす生徒も出はじめた。

昭和41年、大分国体で２位に入宜、蜜彰台に立つ一般Ｍ級木下 大分国体一般Fe組プレス蚊技で92,5k8に成功した長久(８位入賞）
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の１１t話があった。県体協への加盟以iiii

には普及のための講習会側催、ＪＷＡ主

(１１のコーチ会議への参加などで'''心に

なる役Llは束奔丙走した。それとＩｉｉｌ時

にリフターとしても災技を体iI卜しな{ナ

オしばならなかった。しかしUJ血とliilし

状態になるためには施孜、器乢、避乎

養成等の諸問題が山積みし縦け行政の

援助を待たなければならなかった．ＨＫ

ｌｌｌ中燭は中学校から商校へと転勤した

JICはIfil体のiHi枝の部行成にIUIiIFされた。

〈年次別概況＞

昭和35年(熊本国体）

この年正式に大分県協会は、Ⅲ体育協

会の傘下に加盟したので、熊本側体に

４朽の逆手を派逝した。Ｆ級今ﾘﾄﾞ、Ｂ

級｢l0Kb、Ｌ級武藤、Ｍ級噸1Mは何れも

入賞せず、参加のみにとどまった。会

｣ﾙ宇土断校。

昭和36年(秋田同体）

Ｆ級佐藤、Ｆｅ級中島、Ｌ級蔵内、Ｍ微

式鯉、監督は鯉内兄であった。

昭和37年(岡山国体）

Ｂ級三リハＦと級中Hb、Ｍ級jIMIi、ＬＨ級

AlM1t、ＭＨ級松ﾉﾋﾞが参力Ⅱした。会｣』金

光町。

昭和38年(山口国体）

Ｂ級及久、Ｆｅ級中島、Ｌ級金崎、Ｍ級

武鯉、ＬＨ級鳴津が参加した。下１１U市

が会棚。

昭和39年(新潟国体）

Ｂ級三Wl、Ｆｅ級跿久、Ｌ級金129ｋＭ級

武藻、ＬＨ嶋汁!らが参加した。

昭和40年(岐阜国体）

この年は41年の大分国体に備えて大分

に移締した木下がＬ級で優勝し、聯１１１

(iM布院町教委)が４位に入賞した。

昭和41年(大分刷体）

この年は商校４名、一般６名がフルエ

ントリーとなった。Ｂ級中岡６位、Ｆｅ

級畑112位、Ｌ級相良８位。しかし野

木が失格したのは惜しかった。尚校生

はＩ１１Ｌｂ監督の率いるロ田林エチームで

あった。一般は武瞭が監粁で、Ｂ級商

橋(法政)は６位、匪級奨久(別府自衛

隊)８位、Ｌ級村、(別府、衛隊)８位、

ＬＨ級岩出(湯布院町教委)は５位、Ｍ

級木下(緑岡iwi校紋)は大内避乎に続い

て２位、ＭＨ級IU(大分クラブ)は６位

と夫々が他閥し総合４位と＊I）犬A1杯

得点にかなり貢献した。

昭和45年以降平成７年まで

大分国体が終った次の年、ロ憾親灘大

会が湯布院町で行われた。金海ﾘＩＩＪ跿

以「鯨側選手IJIを迎え11本チームは神

ＩU2した。大分川体のIiiiから灸)し州、全

国商校総体、全Ⅱ本、金n本社会人と

たて続けに色々な行｡iliが繰りひろげら

れた。４２年埼玉同体にはＬ級災久が６

位LＨ級岩田は４位になったが、他の

逆手は大分を去っていった。その彼氏

１０１にLLって[n体にはIMlLの巡乎団を派

通し続けたが、８位までに入賞する折

はたまに出たが上位入賞者はなかった。

しかし高倉(llIIl市役所)、４１野(大分

市観光協会)、佐藤良二(姻海興産)、

佐漣好一郎(1M腿生協)、寺INI(大分工

業商教)、野木城一郎(IPj:木処iMt)らは

優秀なリフターであった。

平成７年(細ibl1il体）

水牛の福島国体では少年、成jIL合iif41

点を取り、この種目で13位、天!；１杯１１｝

点に貢献した。得点源になったのは成

年59kg級田所Ｓ・』５位(法政)、６J1kg級

後睡(法政)Ｓ８位、７６kg級12野(几共）

３１位･Ｊ６ｌＩＬ少llK59kg級1%iIlI(llIIIl

ili)Ｓ４位、Ｊ４位、６４kg級八坂(杵築）

Ｓ・Ｊ２位であった。

大分県として特蛎すべきことは、県体

にシニア(40歳以上)の部を加えてきた

ことである。そのためリフターたちは

40鱗を過ぎても競技を兄抽てずバーベ

ルを掘ってきた。全Ⅱ本マスターズに

も多数の若が参加した。やがて命n本

マスターズで示した刀litを世界の栓舞

台で誇示する時が近づいた。第８回世

界マスターズには大分1Mから２名、武

露と関野がオックスフォードのポリテ

クニックス大学体frdKでIlIlImされた賎

技で２名とも銅を脚に帰国した。それ

をきっかけに第９回(93年)アトランタ

には４名中銀２ＩＭをとり、’１$崎と武藤

かりM|劃した。第101,1大会(94年)オース

トラリアで６打参川1級３，１'１lib、ini術、

武顧がメダリストとなった。

史にそれより10ロ後にプリスペインで

開催されたワールドゲームでは91kg級

６群で武蝋は接戦の末、体jIi差で勝ち

11本チームで唯一の金を６のにした。

また93fIさは紀触政１１１の11皇になり．Ｓで

１位とをI)、そのＩＩＬ鰍はⅢ界紀鰍とな

った。９６年にはこの大会はカナダのオ

ンタリオ州カリングウドで1111催される

予定であるが、Ⅱ本からは30名以上が

出場しようとしている。

今日本マスターズが５歳きざみでない

ことは55蛾以上のＡ級のリフターたち

の参加熱をそぐことになるのではない

かと、６２賎以上の者は心配している。

80歳以上の老リフターが世界のタイト

ルをかけて征、純稗していることを忘

れてはならない。

日本協会への鮒辞

ｌＩ:1J光ｲIそ、ｊｕＩＩ先生、そして【１１村先生

を始めとする数多くの光蛾Mf氏が大分

県を訪れ、ウエイトの技術伝逮、大会

運営や激励を賜ったことに深艘の謝意

を捧げるものである。特にＪＷＡはア

ジア諸国の指導的爪賞を来たしなが

ら、地球規模のウエイトリフティング

の支柱となることを希剋している。

〈現役貝＞

会長佐藤文生

副会長佐藤硬

理邪奨武廠久太

ＨＭＩＩＦ中島魁炭本嘉一

星野忠人高倉隆人

猫見恋生H1安哲生

為末純司麗原＋三生

河野久実木下勝弘

寺岡鴎一山崎成＝
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鍵宮崎県
歴代会長

初代

第２代

第３代

(昭和38年～）

(昭和60年～）

(平成５年~）

川越

兒玉

野間

男
亘
優

石
雅

事務局〒886宮崎県小林市大字堤108-1小林商頻高等学校内
横山尚TELO984-23-4174

良に赤｣I1Z:一が就任。

昭和53年

第20回全九州ウエイトリフティング選

手椎大会を新1村町で開催。

この大会は、宮崎ＩＪＩ１体の為の砿技役、．

菜NI選手柿大会を宮崎iiiでⅢ(耐。

昭和51年

倉１１１久信が副会長、後任の理聯跿に焚

野久夫が就任。

J1l務川をiWi鍋農業商校に移し、］IF務脚

<沿革＞

協会創立に至る経緯

昭和37年当時、保腿体育郷指導主事

で、ウエイトリフティングの必要性を

晩き、自らもウエイト・トレーニング

をJIRり入れて超而校級のlnijIi雌迦手や、

走り高跳びの週乎を育てた倉山久信を

岡山国体に派適し、宮崎1Mウエイト協

会を発足させるべく他県の協会の実睡

を見学させ、Ｕ本ウエイトリフティン

グ協会の事務局と迎絡を取り、組織作

りのノウハウを教えてもらった。

まず倉111は避乎のMiiIﾄが１稀だと考

え、柔道の教師、普察学校、旭化成を

訪ね、力に自信のある若者を集め県民

体育大会の哉中に飛び入り歓迎という

ふれ込みで、Ｐを中心に約20名前後で

節１ｍの大会をＩＩＩＩいた。

その中から約10打穏胆を遊び、また

iii枚に部を作るためウエイト・トレー

ニングの指導という名Ｈであらかじめ

避抜していた高校の体育の教師を集め

n本協会から、野中専務理事を講師に

第１回講習会をIIlIいた。

昭和38年４月ある穏哩避乎も定務し、

商校にも同好会的な部が何校かできた

ので当時lHllli会緬焚だった川越石男を

会奨に、宮崎市TIi会臓側だった海老原

多門を副会艮、倉１１１が理Pl`踵、理事に

高校教師の長野、蝋井、田中で宮崎県

ウエイトリフティング協会が発足した。

〈年次別Iiil況＞

昭和38年

協会設立、初代会及に川越石ﾘ)就任、

第18回山ロ[到体に初}H塒。

昭和44年

凧協会｣ＩＦ務局を兇]i宅に置き、蛎務励

災に兇雅稚豆就征。

昭和45年

第12回九州ウエイトリフティング選手

樅大会を宮崎市でIlIl1lM･

昭和48年

第10回全ロ木社会人娘第１、全日本実

鋒'‘
ＢＬ

1瞳

昭和44年10月、長崎国体(松浦市）

昭和46年８月、沖側･九州親善大会(那覇市）
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競技補助貝養成のために実施。

第32回九州商校総体を新富町で開催。

第34回国民体f『大会のリハーサル大会

として爽施。

60kg級jnmlBilIH(,舟鍋農）優勝

昭和54年

第34回国民体育大会(新富町）「Ｂ本ふ

るさと宮崎国体」1Ⅲ催。飯技会場に天

皇陛下を迎える。

〔成年の部〕

監ｆｆＶＩ崎修平(旭化成）

コーチ大久保ＩＩＬ(旭化成）

56kg級秋利係り)(１Ｍスポーツ対〉

７位

75kg級島、敬四郎(王子製紙日南〉

７位

825kg級水辺！》(小林兀業教総〉

７位

90kg級常深英避(１Ｍスポーツ対）

５位

〔少年の部〕

監督牧野弘(旭化成）

コーチ赤星宏一(高鍋展）

52kg級金子秀伯(ini鍋農）８位

56kg級［IilHi保(iiH鍋農）

67.5kg級小野Ｍ１齢(廷|Ｍ１工）

昭和55年

栃木国体

〔少年の部〕

75kg級ｉｆｉｌｌＥ次(商鍋農〉３位

Nil会災、倉Ⅱlはマレーシアロ本人学校

に赴任。

昭和56年

滋賀岡体

〔少年の部〕

52kg級井倉利Iﾘ](小林工）６位

跿野理７１i氏から旭化成の滑崎修平に引

き継ぐ。

J1Ｉ勝l鋤を延ｌｕｌｌ飾二iWi杖に移し、柚11Ⅱ１１１

造が事務1Ｍtに就任。

昭和57年

島根国体

〔少年の部〕

52kg級大田淵秋(小林工）優勝

令l珂商枝総体(肥兄脇Ⅲ）

52kg級大mil1i秋(小林工）２位

日脚ユース

52kg級大出illi秋(小林工）２位

昭和58年

群島国体

〔少年の部〕

52kg級ブ|:ｆＴギ11ﾘﾘI(小林Ｌ）８位

jLH1iWi杖総体

56kg級火随一(小林工）３位

60kg級寓爪祥二(小林工）３位

昭和59年

事務局を小林工業iiii枚に移し、副会艮

に元保鰹体育課課炎、野1111優が就任。

昭和60年

川1ｋ同体

〔少年の部〕

56kg級lliilllI浩典(小林工）６位

60kg級堀添俊次(小林｣〕７位

九州商校総体

団体小林工優勝

60kg級堀添俊次(小林Ｔ）２位

新会及に児玉雅亘が就征。

理Ⅲ(災にiWiﾉJllllが就任。

昭和61年

111梨同体

〔少年の部〕

60kg級安影武志(小林工）１２位

82.5kg級谷村幸治(小林工>18位

ﾌﾞLlI1ilW枚総体

60kg級安彫武志(小林正）６位

67.5kg級iii元職(小林工）３位

82.5kg級谷村幸拍(小林I:)３位

第2811）I九州ウエイトリフティング選手

樅大会を宮崎市でIllI11Ii･

昭和62年

会典に児玉稚亘が就托。

Ⅲ(務励を小林iljj核に移し、Ｅ１ｆ粉),`)｣とに

水辺功が就任。

昭和63年

全凶商校選抜大会

52kg級永友憲治(小林工）５位

平成元年

会lniWi核避抜大会

90kg級松ｌｉｂ正樹(肌綱）５位

）し州iWj佼総体

90kg級松島正樹(Mn翔）３位

全Ⅲ商校総体

90kg級松島正樹(E、期）７位

平成２年

１１(務局を商鍋農粟商校に慨〈。

JIF務Ⅲ)災に横山尚。

jLll1iWi核総体

52kg級松田轍(HIljl工）３位

56kg級長堀栄作(廷IMI工）３位

60kg級木下義啓(小林商）４位

九州選手権大会(桶IIhllll）、

56kg級東郷浩二(共立大）３位

lHilM1国体

〔成年の部〕

52kg級酒井随一(ＵＭＫスイミ）

６位

平成３年

平成４年度に全国間杖総体を宮崎IILで

IMI1Iiするため、九州iii核総体を本1Mの

佐土原町でIIIII1M･

九州iiii核総体(官崎Ⅱ1.住｣L1jIi町〉

56kg級深川幸雄(小林｣:〉２位

九州選手権大会(大分県）

52kg級酒井隆一(ＵＭＫスイミ）

２位

56kg級東郷浩二(共立大）優勝

60kg級小川浩幸(共立大）２位

100kg級松岡正樹(樹廠大>４位

石川団体

〔成年の部〕

52kg級滴井隆一(ＵＭＫスイミ）

８位

会lNHii校避抜大会(平成３年度）

52kg級水友１W(小林商）３位

56kg級松元武1Ｖ(小林商）３位

平成４年

今年は、本1Mで全IEI高校総体がIlIlIM1さ

れる年である。各大会に勝て今までの

選手強化がためされる年であった。

全九州選手櫛大会(宮崎県）

52kg級酒井随一(かみむらスポ）

２位

56kg級収郷浩二(共立大）優勝

60kg級兒玉統匡(桃学大）２位

60kg級小川浩幸(共立大）３位

１００kg級松島正樹(宮産大川位

九州商校総体(沖繩県〉

52kg級氷友澗(小林iii）優勝

60kg級松元武博(小林iWj）２位

100kg級lAl之倉和彦(小林Ｎｉｌ）３位

全mini枚総体(宮崎県･佐土原町）

総監ｆｆ艮野久夫(佐土原高）

団体小林高等学校６位

監将水迫男

52kg級氷友ｉｉｉ(小林高）５位

56kg級jltIII康彦(小林ｉＩｍ２位

100kg級内迄倉和彦(小林iWi)８位

60kg級松元武博(小林商）

67.5kg級山縣昭一郎(小林iii）

地元IlIl催の全国大会に参加した学校及

び避乎名

小林二K典iiii鞠学校

賎栂川越港

56kg級料１－１孝範１３位

67.5kg級梅木－２９位

75kg級ｍＩＩＩ善哉４３位

82.5kg級岩元政貴２０位

廷ＩＭＩ工業商輔学校

ＥｋｆｆＭｌ松義文

56kg級Ⅱ〔郷賢治１２位

60kg級波部公文失格

宮崎Ⅱ大iWi郭学校

監将椛藤克彦

60kg級兒玉傑亙４６位

iHi鍋農業商等学校

鑑悩枇ⅡＩ尚

67.5kg級ハ代宏失格

IJI;土11iii研等学校

朧粁村lⅡ恒明

75kg級梶村佳史４８位

門川農業商等学校
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核避抜大会を県体育館別館で奥施。男

子避手68名･女子選手８名で盛大に開催。

宮崎県の競技も国際的な避手が育ち県

協会も股技力向上に力を入れている。

東郷瀧二避手(東栄空鋼)のオリンピッ

ク参加をⅢ民全体で応掴している。

般後に宮崎県ウエイトリフティング

協会発展と競技力の向上は、前会長の

兒玉雅亘の尽力の鵬である。

Ⅱ本ウエイトリフティング協会の今

後のⅢなる発展を希望します。

76kg級川崎優一(鴎翔）優勝

91kg級安藤陸(延岡工）４位

99kg級黒肱武(小林商）４位

九州選手柵大会(血児勘1M）

54kg級涌井瞳一(向憐）２位

59kg級東郷賢治(共立大）４位

64kg級東郷浩二(東栄空調)優勝

91kg級内之倉和彦(日体大）３位

愛知国体

〔成年の部〕

64kg級東郷浩二(東栄空lJM)２位

平成７年

九州高校総体(鹿児島県）

54kg級伊東友介(典鍋農）４位

70kg級三森賢志(小林工）４位

99kg級内山祥太朗(小林商）４位

九州巡手極大会(熊本鵬）

59kg級東郷賢拍(共立大）３位

64kg級東郷溌二０１〔栄空洞)優勝

福岡国体

〔成年の部〕

64kg級東郷浩二(東栄空調)３位

〔少年の部〕

７０kg級三森賢志(小林工）９位

九州商校避抜大会(jtIhlilM〉

76kg級内之な太純(小林満）２位

〔少年の部〕

70kg級三森賢志(小林工）９位

平成８年

平成８年１月21日（、）に第４１,'九州高

監督大田叶一

82.5kg級那須孝宏３６位

山形国体

〔成年の部〕

52kg級酒井随一(かみむらスポ）

６位

56kg級東郷浩二〈共立大）５位

〔少年の部〕

56kg級武山康彦(小林商）７位

60kg級松元武博(小林満〉５位

平成５年

31(称励奨が小林商業商校に転勤のため、

事務局を小林商業商校に置く。

全国高校選抜大会

76kg級川崎優一(剛翔）６位

九州高校総体(佐賀県）

59kg級東郷賢治(延ＩＭＩ工）優勝

70kg級田中専哉(小林工）優勝

83kg級那鋼孝宏(１０１川農）３位

億局国体

〔成年の部〕

56kg級東郷浩二(東栄空調)３位

九州高校避抜大会(熊本県）

剛体小林商校３位

54kg級吉牟姐好智(小林商〉２位

54kg級福留叩(小林商）４位

99kg級黒肱武(小林商）２位

平成６年

九州高校総体(大分IIL）

59kg級田中１１u助〈延岡工）４位

<現役員＞

川越石男

兒玉雅亘

野間優

倉山久伯

長野久夫

赤星宏一

田代均

福田開造

薦井猪徳

押川恒義

植松義文

酒井隆一

福島博明

名誉会焚

名織全長

会鍵

lllj会佳

男
亘
優
伯
夫
一
均
遺
徳
義
文
一
明
尚

石
雅
久
久
忠
開
猪
恒
義
隆
樽

高力値

理耶焚

潴務理覗

迫
野
藤
原
野
方

水
牧
佐
桐
河
興

勇
弘
人
一
彦
之

康
正
元
正

JＷ１１５

螂務局健横山
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毒鹿児島県
歴代会長

初代上原

輔２代町田

輔３代校本

第４代八木

第５代大川

第６代和田

第７代中島

三郎（昭和44年～）

四郎（昭和45年一）

豊助（昭和50年～）

栄一（昭和54年一）

和郎（昭和58年～）

和美（昭和63年～）

蔵人（平成７年～）
事務局〒891-215u児島県越水市上町114

伊地知辰英TELO994-32-1111

〈沿革＞

本県ウエイトリフティング協会は、

昭和44年４月に初代会焚に上原三郎が

就任して発足した。水111においてHf品

挙は米神及胴linであったので、これを

広くIIlILに知らせ巡乎の育成と指禅ｆｉ

の育成を図ることが第一の課題であっ

た。鹿児島国体で堀水ihiがウエイトリ

フティング競技会場に決定して、昭和

45年４月から垂水市処町、四郎が２代

Ⅱ会及として就任した。

鹿児Lbl刊体を成功させるため、また

Ⅱ1体での総介優l腓をⅡ桁して強化折定

校も決まり、避手の苑ｲM、審判技術灘

習会、ノLJH大会のIⅢ(１Ｍ、選手強化に努

めた。

ウエイトリフティング餓技を普及さ

せるため、毎年'j､、１１１、高校の迎釛会

を利IILて公UI1nji技を炎施した。努ﾉ」

の１１'饗あってｕｗＭ)、ｲﾄにおいて総合

４位の成縦を収めることができた。ま

た、４８年千葉国体において高校男子Ｌ

級で水迫鋤が優勝し、出場選手全員が

４以内の入賞というiii校努の活躍で、

ついに総合優勝を成し逆げた。

昭和50年４Ⅱから３代[]会及として

:砺水iIi良枝本Ｍ１肋が公｣とに枕征した。

この年は節１回ジュニアｌｌＩｆ界避手椎大

会がフランスのマルセイユで開催され、

本県協会から初のl1WVL大会に水迫勇を

送ることができた。

昭和54年４１１から４代Ｕ会促として

眠水lli1と八木栄一が｣inＩＦした。

ＩＩＢ和55年には、血兄LbiWi｣ﾕiWl枚から

大阪商大に進学した1:rFHlIl海がモス

クワ･オリンピックⅡ本代衣となった

が、東西冷戦の111(｢'１、大同の政治躯け

り|さに翻弄さｵし、結川lIljlI(Ｉはモスクワ・

オリンピックをボイコットしたことは、

`ＩＣ億に新しい。しかしその不幸をバネ

に４１１後Ilj度挑戦し、昭和59年ロサン

ゼルス･オリンピック日本代我となり、

52kg級４位の成績を残したのである。

昭和57年には、鹿児島l刊体後10年を

ild念して会|到高校総体がME兄KMMでllll

lMされた。ウエイトリフティング競技

は姶瓜lⅢ牧1M町であった．

１１N和58年から５代ＩＥＩ会災として、ｌＨ

鯛の大川和郎が就任した。

昭和63年から６代目会及として、和

IlIhl典が就任した。

’1K成７JF４月から７代I]公｣&として、

Mu1/WIbiIiiMiの''１Ab職人がiMt任した。

ルＩｚ成８fFはMj兄崎1Mウエイトリフテ

ィング協会にとって組念すべき年とな

った。池畑犬、宮路、久の２欄がアト

ランタ･オリンピック出朋という快挙

をなし逃げたのである。オリンピック

１１本代我７名中２人が本ｌ１ｌｌｌｌ身である。

協公苑)上以来、多くの１１１(かしいり(R織

を残し、優秀な人材をlHlBできたのは、

会艮はじめ役Li、関係者の努力の賜物

である。

〈年次別概況＞

昭和48年

血兄間太鵬I1il体のリハーサル大会とし

て全日本城社会人選手権大会を垂水TIi

でlmlUiした。

昭和47年

鹿児励大鵬図体を垂水市で開鵬した。

昭和57年

分脚商輔学校総合体ff大会を姶良Illl牧

I削町で'１Ⅱ(１Ｍした。

〈現役員＞

会奨中島蔵人

ヨリ会跿時任克栂

賄川弘洋

FＩ１ｌＩｊｆ測脇正＝

理９１$石原和弘古城大四郎

富岡則潤内田昌敏

アトランタ･オリンピック59kg腰４位池畑大のＪ１70kｇ
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⑨沖繩県
歴代会長

初代長嶺将奥（Ⅱg和33年～）

第２代松川国辱（昭和39年～）

第３代古堅宗秀（昭和50年～）

第４代呉屋秀信（昭和57年～）

第５代名嘉真武葵智（昭和58年～）

第６代佐久本嘉春（平成２年～）
事務局〒901-05沖lnHML志皿村字兵志iiilJU志皿村救両婁日会(社会教稗風)内

平良朗明TELD98-990-7018

ング協会を見るに兄かねて、ｎら池ん

で企及に就任したのが、沖縄韮iIiiuMm

副会奨の役職にあった松川國春であっ

た。

illl繩ウエイトリフティング協会卿起

にあたり、組繊而の強化と桁導科の養

成、巡手育成、辨及活､IとⅡ的を逝成

するために、Hll会奨人邪に奔走した結

果、スポーツに理解があって櫛少年育

成に惜しまず協力してくれる会社経営

希のiii堅宗秀(沖繩通信建設)とiiij原佶

ⅢI(光1W薬品)のIdi氏を推し、JwlPlF腿に

片l良jlUl抑〈i1lI繩タイムス社i１２打)を巡fI；

し態難がととのった。

指導者養成、選手育成はHlfIII模索で、

岐技現MIIの勉強会から始めたものであ

る。沖縄体育大会、記録会等は那覇市

内の商騨学校のグラウンドで'''１１１Mした

おかげで観衆が染まり、普及活ＤＩＩに役

血つた゜

競技人、はわずかなから競技打も協

会も'１標とする国民体f『大会への参加

を目指し一丸とを゛って収I)#I'んだかい

あって、第20回の、成人式”を迎える

岐阜側体へ熊本国体以来５年ぶりの

Ⅲ体参bⅡが実現した。

節20何岐JNF１体の沖繩代我のPtl(秤は

川柧目に132人の参加で、ウエイトリフ

ティングは監粁の松川國瀧とＦｅ級の

玉栄正雄、Ｌ級伊波沿孝、Ｍ級辨久原

朝二の４人であった。

洲111Fの沖繩は、米国の施政柵下にあ

って、本｣:に渡航するのは外国あつか

いで、１K1体へ参加するにもパスポート

が必饗だった。渡航手続きが完了し、

パスポートを手にして始めて同体参加

の突感がわいたものである。

国体の経験のない沖繩避乎団はあま

りの規模の大きさに圧倒され、股技の

成績は化廠にはならず、強い洲芯と技

術をみやげにした。もう一つ人さをニヒ

服があった。それはｕ本ウエイトリフ

ティング協会理事長･販川勝峨氏から

｢沖繩へ本上の一流選手を派過したい」

と松川会焚に申し入れがあった1Fであ

る。

さっそく、’受け入れ準備に取り組む

が、バーベルも施設も皆無で思案して

いる時に、［ＩＮＩ期幸太郎氏(国場組社奨）

の招きで米lbしていたⅡ本体向協会nM

2If長・米本ﾘ'1717氏が、足腰の強いill,繩

の人にもっとも適したウエイトリフテ

ィング餓技の汀成に脇ﾉJしたいという

強い希望をのべて帰京された。そして

翌昭和42年に公廻バーベルが送られて

きたのが、沖繩の選手と公認バーベル

との出合いの111[初であった。

バーベルのln1i1式は、ウエイトリフ

ティング醜技のl廿榔村養成、杵及iilnljl

事業の一風として、日本ウエイトリフ

ティング協会に役貝と選手の派遣を饗

調し、訓公氏の弁、幸男氏と東京オリ

ンピックの企メダリスト三宅義信氏を

派過していただいた。指導を兼ねた模

範iiii技会柵である琉球大学の体f1rRI1で

in衆800人企をIiilに米本卯古氏のメッ

セージの代統、公腿バーベルのH鮪!式

が挙行された。

従来は週に一度位米軍の施設内にあ

る体育館で純１０Wし、それ以外はコンク

リートで同ぬた111京型のパーベルで行

flEI分の腿先で純判をしていたが、バ

ーベルが群M1されてからはまるで人が

変ったかのように練習に一段と熱が入

りバーベルの奪い合いだった。

沖繩が九州ウエイトリフティング連

盟に加盟し九州プロックヘカⅡわったの

がllHflI45fI§で、加盟した翌年に全九州

と沖繩とのild念大会をliII覇でIlIllIMする

連びとなったが、当時ili立の体育航も

なくｘ体育鮒をもっている学校も数少

なく、商課学校、’１１学校、小学校と数

多くの学校へ体育館lMi用に躯けずりh1

つたが、ウエイトリフティング競技に

すんなりとilfしてくれる学校がなく、

辛いJluいをした。ようやくこれまでの

経過と大会のLfrを申し上げたところ、

安謝'1､学校の糸数iojL三校健先生(当時）

がその主旨にFM解を示され、青少年行

成に役立てば、と心やすく体育館の他

〈沿革＞

創立に至る経緯
サレイシ

沖縄で(よ、昔から挙石という球形の

石をかついだり両手で錐し挙げたりし

て瀞粉逮が臓んにlUiい合って梨しんで

いた。そのような珂塊にあった沖繩で

は、ウエイトリフティングが披露きれ

たのも早く、昭和24年４月に那覇劇場

に砂いて沖縄体育祭の時、パーベルを

米､[の体育施設から借ＩＩＬて競技を行

った。空手マン、相襖、柔近と各分野

から力にＦ１僧がある将希述がウエイト

リフティングに桃１１、したが、その結来

は日本体育大学時代にウエイトリフテ

ィングの経験があった志村暁市が優勝

の栄誉に輝いた。

沖繩体育協会のIHI係粉がこの大会を

剛１１１２、ウエイトリフティングは1M民の

体格に適しており、将米有釧柧Ｈと見

て文教lii(現教ｆｉｌｆ>が器典を１Ｍ1入し、

雁艮朝哨氏(琉球政府文戦局社会体育

指導主邪)と志村暁iIi氏(沖繩ウエイト

リフティング協会初代理來及)、仲田登

噸氏(沖繩高体迎合鋒)が那覇IiMi核で打

合せ、昭和33年10月iIlIIim体ff協会と関

係者が脇蛾してI`i1年l0j115nにill1繩ウ

エイトリフティング協会が結成された。

公民に、バーベルで身体を鍛練し空

手を指導していた関係で艮蹴将其を推

し、副会長に伊良波及正と志村暁市を

選任し、沖縄ウエイトリフティング協

会を発足させた。

IlII立期年(昭和34年>節141,1111体(〕I〔

京)に２名の避手が参加して14位と20位

の成繍をあげ、予想以上の成果だと高

く評価された。

第15回国体(熊本)にも参加したが、

1W:及がなされず、その後協会は有名無

実の状態となった。昭椚I38fI2まで協会

が維持されたのは艸久原刺'二の脇ﾉjが

あったからである。

その後の足跡

有望視されているウエイトリフティ
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用許可をだして下さった時には、まさ

しく地獄に仏の思いだった。

ウエイトリフティング競技は室内餓

技でありながら、これまで一度も叢内

で大会を経験したことがなかったが、

初めて体育uirで大会をIIII催することが

できるというTIIで感激だった。

大会運営は、九州ウエイトリフティ

ング連盟会及の１Ｍ了敏夫氏と理蝸焚の

美山Ⅲ氏をはじめ、仰木正利氏(現在

几州ウエイトリフティング迎盟企及）

の外巡盟J1M4Iのご折専を仰ぎ、お陰概

で無〕ＩＦ大会を終了させることができた。

２７年間米ロの施政椎下にあった沖繩

が、ＩＥＩ米iili脚の介意のもとに昭和47年

５月15日に}IlmilIl本へ返還されること

になり、そのME念に沖繩}IllI1復帰紀念

特別lEl体(若叉団体)の１１１１１１M力狭定され、

避手強化を飴め、桁導者養成、艇技迎

徴役貝の養成等のlIA備耶業がINI始され

た。

初めに取り組んだのが、選手強化と

指導者養成であった。この事業に大き

く貢献をされたのが現在の(杜)日本ウ

エイトリフティング協会会艮の林克也

氏とIiil叫稀型JIIの桜井勝利氏であり、

また競技迦営役此養成については、野

中義治氏(当時11本ウエイトリフティン

グ協会理Ｊ１艇)、醜技委貝奨の中ｷ端氏

であった。

特Hﾘ同体(粁以l]Ｈ１体)は、諸先生方の

ご指導により、会塒の欄謹iliにある北

部農林商校では征n滴貝の観衆でllij腿

に沸いていた。反自衛隊派が枝lAlに入

り、少々トラブルはあったが、理邪1t・

野中義治氏の冷岬な采配で競技遮憐に

は何ら支隙なく成功柳に導いた。

世界の耽技llLllIが一部改正となり、

ｐ極、が蝿,I:されて競技はＳとＣ＆Ｊ

の２郁Ｕで行うようになった。沖繩復

帰特別Ｉ到体(聯EqmI体)は、Ｐが蝿止に

なって初めての全国大会であり、Ｐを

得意種目とする選手にとっては不利と

なり、Ｐ棚ロを苦手とする選手にはｲｉ

利となった。そのＤＩＩ稀の気持ちが父銑

する大会に興味をそそいだものである。

松川國燕公及が､Ｉ辿し、新会及には

剛会艮だったiIi酪宗秀が就任した。古

堅読秀会豊は、Ijij会箕の実績を踏襲し

先を展望、商校娠の避手強化、指導洲

の養成に１０ｲﾄﾕのill･を111:て必ず沖繩から

金I｣il制珊Ｉする巡乎をllMlllIさせる決感で

ilIf1I業に１W熱を何i注した。

練習｣粉の汝髄(琉汕｣ﾕウエイトリフテ

ィング巡場)、バーベルを始め練習に必

要な蓋共を揃え、環境整備に余念がな

かった。１１U郷IFN事奨だった故西原稔

６人一倍１W熱を燃

した一人であった。

第３２回同体(稀

森)には古堅会氏

を光噸に西原捻監

慨が率いる少年の

部52kg級の平良朝

治が、沖繩県ウエ

イトリフティング

協会史上初の全側

制耐を見本成し逆

げた。５６kg級の城

Ⅲ忠域が４位入賞、

75kg級宮城政承が

優勝、団体･少年

の部で優勝、総合

１１k優勝という繩か

しい成績で、天n

杯11卜点13点をMlil1ト

い'10繩IILへ大きく

貢献することがで

きた。

この時機は全焚

不在だったが、競

技〃はめきめきと

Ｂｉｌｌ'1にあらわし．

オリンピック２回迎慨出期した平良W1泊遡手(ロス大会）

ってそれぞれの役川を来たした結果が

総合優勝を成し遂げたのである。

国体一巡目のｆｉｔ後として海邦国体が

iIlj繩県で１１M催され、しかも総合優勝と

は感慨無鼠ものがあった。

平成２年名翻典武英稗会焚がjojuAし

て、新会焚には別会奨の佐久本珊春(佐

久本工機㈱杜撰)が就任、現在に至っ

ている。

佐久本会農は県内大会には総べて出

席して激励し、又'１１体も毎回激励にか

けつけるため、避乎はいやが上にも闘

志が畷り成紙も常に上位入蝋の源とな

っている。

第49回国体(愛知IIL)では天皇杯101点

という驚異的な得点で２回目の総合優

勝をなし遂げることができた。

《年次別概況＞（ｌｌｉｌ伸輔参加一覧）

昭和34年

協会ⅢＩ立後初めて節l4ulKl体(東京)に

２名の選手を送る。Ｆｅ級斬垣盛繁14位、

Ｍ級稲福盛安が20位と健闘し、高い評

価をうけた。

昭和40年

節20111ⅡⅡ1体(岐111.111)の１，ⅡlNllI柵は５年

ぶりである。松川國稗朧粁外３人の避

乎、Ｆｅ級玉栄政雄22位、Ｌ級伊波澗

孑23位、Ｍ級普久原側二が19位で、各

階級出塒選手が40人。

昭和41年

日本を代表してアジア･世界へと羽撃

いていくなか、大皿灘餓(沖縄県体育

協会会長)の推鯛で呉展秀信(金秀㈱社

長)が会長に就任して、国内選手楠大

会はもとより、「1本代我で海外へ派jft

さｵしる避乎の文似体I1jllが鴨えられ、選

手は心厩きなく練粁に励むことができ

た。

昭和58年から呉腿会健の後任として

名捌真武美智(沖繩ズパル自動車㈱社

奨)が就任、１午後に沖繩1Mから初め

てオリンピックⅡ本代衣として平良刺１

拍が誕ｲI:した。平良刺1ihはロサンゼル

ス･オリンピックに続きソウル.オリン

ピックにも11本代我で出場した。

名嘉真会奨は、剥職の強化･選手育成

のため、賛助会此制Ukiを設置し、昭和

62年に沖繩IRでl1I1I1jiが決定しているlfl

体に備え万全をlU1した。

llil体１１Ⅲ1Mまでに、全n本社会Ｍ１(令

11本91$業団巡乎柵大会を始め、九州ウ

エイトリフティング選手椀を含め高校

の選手権と多くの大会を１１１１催、第４２回

国体(海邦同体)は総合優勝の金字搭を

うちたてた。

沖繩1Mウエイトリフティング協会の

水平にわたる夢であった'１１体優勝をみ

ることができたのは、これまで欄み６Ｋ

ねてきた組織の強化、指導識養成、選

手育成と総てのことが、優勝という２

文字の目標述成のために協会一丸とな
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年の部を高江洲寛治が務めた。Ｆ級平

良朝治、Ｂ級新垣稚敬、Ｌ級宮城政章、

成年Ｆ級平良文列、Ｂ級末吉孝光、Ｌ

級字典鎌I醜、Ｈ級011Ｗ根脹和。

昭和52年

苑32mlKl体(獅森111)、少年の部監腎西

原稔、５２kg級平良馴治優勝、５６kg級城

川忠城４位、７５kg級宮城政章優勝、成

年の部監粁川畑一男、５２kg級武ｷ輌勝、

56kg級末吉孝光９位、６０kg級宇良宗腐

３位、67.5kg級大海刺述20位。少年の

部１M体優勝し、総合W‘優勝に仰いた。

昭和53年

第３３１０１１国体(焚野1M)、少年の部監督豊

兄本判弘、５６kg級金城棟治３位、６０ｋｇ

平良iilI梢優勝、７５kg級間災潤４位。成

J1§の部監督伊波１W学、５２kg級武村轍I]勝、

60kg級城|Ⅲ忠城、67.5kg級平良朝順、

82.5kg級宮城政恥。今年l災も少年の活

剛により111体で榊優勝となる。

11川に第15111余日本社会人第６回実業

lilI選手伽を棚１１Mした。

昭和54年

iiWlIlIm体･少年の部監将大湾朝睡、６０

kg級平仲旗８位、７郷W111t徳、７５kg級

松~F忠光２位。成年監粁辮島宗健、６０

kg級平良朝輪４位、平良刺１噸、82.5ｋｇ

級愈城政章６位．100kg級中曾根正和７

位。

昭和55年

姉351,11K1体、少年監粁ＩＨＩ見本朝弘、６０

kg級平illI鵬２位、平ilII1iE4IlX、82.5ｋｇ

級松下忠光２位。成１１:監粁根川弘夫、

60kg級峨Ⅲ忠披、67.5kg級平良朝治４

位、82.5kg級宮城政素４位、100kg級１１１

仲根正和４位、団体８位に入賞。

昭和56年

鰯36,F１１体、少年隙ff西1刺111ｉ雄、５２ｋｇ

級知念血栄８位、６０kg級城IU1Khf良２位、

82.5kg級久,WilYf7位。成年監督新垣発

火、６０kg級城IHI忠城優勝、７５kg級平良

刺IUi6位、82.5kg級宮城政章優勝、中

林根111和、lW1体８位入賞。

昭和57年

節371111国体、少年監将大漉朝民、６７５

kg級〕l〔恩納盛雄２位、82.5kg級妨-f九

芳憾２位、９０kg級上原秀光２位。成年

監粁字典求I災、６０kg級城'111忠誠２位、

67.5kg級平良朝治２位、７５kg級平仲健、

82.5kg級宮城政章２位、団体３位入賞。

昭和58年

第381mⅡＨ１体、少年Hiff比瀕瓜1Ｗ、６０ｋｇ

級知念血栄６位、松1Ｍs之９位、９０ｋｇ

級典(】武志４位.成年監督ｲﾘﾄ波iiV学、

52kg級比測定１W〔８位、７５kg級､門中腿４

位、82.5kg級松下忠光４位、９０kg級宮

城政蹴２位。

おもな

議顯
訂'’七逼偲

天田杯得点101点を獲得して２回目の鞠合HmMIの選手団､県体箇役員､応扱に掛けつけた父母の皆さん

Fe級大油判民、Ｍ級波腿次亨が８位。

昭和46年

沖繩と全九州の親善大会を那覇でIlII催

し、初めて体育館で大会が行なわれた。

第26回国体(和歌山県)。監督伊波桁孝

で、選手Ｆ級平良文男８位、Ｂ級座響

味勲19位、Ｆｅ級玉代勢昇.、Ｌ級大漉朝

民、ＬＨ級渡慶次中が大皿､IIL３位に入

賞した。ＭＨ級'１'曽根正和。

昭和47年

第27回同体(鹿児島県)。監督立津典

徹、選手はＦ級平良文男、Ｂ級芦峰隆

散、Ｆｅ級座喜味勲21位、Ｌ級屋艮博

之】0位、Ｍ級渡慶次亨が３位入賞し

た。ＬＨ級''１触根正和。

昭和48年

沖繩のⅡ本復帰記念特別国体が５月の

若夏に開催きれ、総合INI会式の旗手は

沖繩のホープＭＨ級に出場する渡慶次

亨であった。この年にＰ廃止となる。

監督大ilqijIlll民、Ｆ級1K典文男優勝、Ｌ

級字典余職、Ｍ級風艮IWLと５位、ＬＨ

級中曾根JIi和２位、ＭＨ級波慶次卒優

勝と成功樫におえることができた。

第28回国体(千葉県)監督立泳其徹、Ｂ

級長尤朝勝、Ｆｅ級宇良宗腐、Ｌ級吊艮

博之の各選手が出場した。

昭和49年

第29回１１１体(茨城県)、監粁新垣秀夫、

Ｆ級平良文男．Ｂ級武村朝勝、Ｌ級五

代努丼、Ｍ級高江洲義次、ＬＨ級中鯨

根正和。

昭和50年

第30回国体(三煎県)、監督少年の部伊

波澗卒、Ｆ級金城弘之、Ｂ級祈juHIf白血、

Fe級上原良彦、成年の部古堅;；;秀監督

以下４名、Ｆｅ級字典宗腐、Ｌ級末吉孝

光、Ｍ級大湾朝民、ＭＨ級１１１牌根正和。

昭和51年

第31回ロ体(佐賀県>、監将は少年と成

第21mⅡＦ１体(大分1,)監栂松川剛が外、

Ｆ級大城一列、Ｂ級立抑典倣、Ｌ級目

崎興速、Ｍ級１W久原朝二の５禍がⅡ}棚

した。

昭和42年

第22ｍ国体(埼玉県)梓久原朝二が監督

兼選手で、Ｆ級に大城-1ルと２譜の川

鯛。

昭和43年

第231m国体(柚ﾂﾄⅢ)監督幣久llii朝二、

Ｆ級大城一男が国体３回目とあって自

力を発揮し、４位に入賞した。Ｂ級大

城吉夫、Ｆｅ級大洲朝民。

昭和44年

那靭近郊の協会会flが鉦Ⅱ５ドルもの

大金を会Ｈ１として秋立て、会瓜の－人

である新川飢治が鮭憐するＡＭＭＩ『の一

角を備りウエイトリフティング巡場を

設置、1M外大会への川娚を目指し日夜

練習に励んだ。

九州大会へ初めて参DIIしたのが、UiL児

libⅡ1飛水TIiでIlNII1lされた姉''1,1分)し'ﾄﾄ｜

ウエイトリフティング迦乎IIii大会であ

り、監僻の伊波iff学以下、Ｆｅ級立il1其

徹、Ｌ級大域安彦と金城正光、Ｍ級新

川健治、ＬＨ級12遮天jE次の５名であっ

た。

漉航手続きも完了しパスポートを手に

出発、一仕夜．ひめゆり九゜にゆられ

て大会M9入りと、船酔いの体を癒す1111

６なく劉日から競技がI川始されたが、

立津典徹が５位、大城安産が２位、上

述天正次が優勝にfliき予想以上の活蹴

であった。

節241m同体(焚崎1M)。塵ff伊波柵孝、

Ｂ級立iI1典徹、Ｆｅ級大WYi0l氏、Ｍ級波

慶次亨、Ｌ11級1通犬11;次の５鴇が参加。

昭和45年

第25回国体(1.千1冊)。監粁伊波Wf拳、

選手はＦ級宮城典処、Ｂ紙背峰隆敏、
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108kg級吉本久也Ｔ２位、団体準優勝、

世界ジュニア鈴木、平良出場。

平成６年

節49回凶体、少年監督Ｈ見本朝弘、７６

kg級｣二IlIlii[樹Ｊ４位、８３kg級鈴木和美

Ｓ126kg、J165kg共日本高新記録で優

勝、９１kg級平良一悦Ｊ１67.5kg優勝日本

間新。成年監督平良朝治、５９kg級伊森

和博Ｓ２位Ｊ６位、９１kg級比寵敏彦Ｓ

Ｊ共大会新で優勝、９９kg級金城蛸Ｓ４

位Ｊ２位、＋108kg級吉本久山Ｓ168kg、

J21q5kg共日本新で優勝。同体で２度

Ⅱの川体優勝。

吉本久也、翁奨其由美の両者が、広島

でUIllIliされたアジア大会に出場．

平成７年

節50101Ⅱn体、少年監督m見本朝弘、５９

kg級大澗朝二ｓ３位、６４kg級崎原栄二

Ｊ５位、９９kg級IAllllHlE太nlIJ6位。成

年監督平良朝治、５４kg級伊森和博ＳＪ

共３位、９９kg級比翻敏彦ＳＪ共２位、

108kg級吉本久也Ｓ170.5kg優勝Ｈ本

新、Ｊ２位、団体５位に入賞。

〈現役員＞

会錐佐久本嘉春

KII企及伊波清孝大城里

又吉正信

理砺奨大湾朝民

ＭＩ理那奨且見本朝弘根川弘夫

7F肥全１１１・大河朝逮

｣ｑｌ１ＩＩｌ平良朝治中曲根正和

屋良盛松比嘉良晴

高江洲装次照星浩

上良政実展良博之

比嘉定博

監４１$慶田憎欣川畑一男

昭和59年

第391mI国体、少年監将畷見本朝弘、５２

kg級伊i鱗６位、７５kg級伊mlWlI宏優勝、

90kg級呉脇武志優勝。成年監督新垣秀

夫、５６kg級知念典栄６位、67.5kg級平

災刺１拍優勝、７５kg級ＪＩＬ仲GE４位、１００

kg級松下忠光４位、団体３位に入賞。

昭和80年

第40回同体、少年監佃大湾朝民、５２ｋｇ

級赤崎iIf和７位、５６kg級付Ii皮皿一優勝、

75kg級伊政和宏優勝。成ｊＦ監栂松川弘

犬、５６kg級知念瓜栄９位、67.5kg級乎

災削lifl優勝、７５kg級平仲皿４位、８２．５

kg級新垣盛幸５位、団体４位入徹。

昭和61年

第４１回同体、少年監督蝋見本朝弘、６０

kg級知花in:樹２位、67.5kg級新ｊＩｕ盛之

５位、７５kg級上1%iM(２位。成年lKijtf大

澗朝IJL52kg級知念災栄４位、67.5ｋｇ

級L1q典判Iifl優勝、７５kg級平１'１１腿４位、

82.5kg級斬垣盛幸３位、団体４位入賞。

昭和62年

第４２回国体(沖繩県)大湾朝氏、閏見本

朝弘向監Ｔｌを１１０心に比翻典11%、商江洲

維次コーチが巡乎強化に取組み、成年

の67.5kg級平良刺iflの優勝を縦頭に

82.5kg級新城盛幸２位、９０kg級宮城政

章２位、５２kg級知念典栄３位、少年６０

kg級仲村寛志２位、７５kg級上原康２

位、82.5kg級知ｲﾋﾟ陸と３位で全日が３

位内入賞で団体優勝の栄俳をiI卜ること

ができた。

特に平災jW1ifiが、全l刊の柵鋭１万９千

打余人を代我して）j蚊<避手宣誓をし

たﾕﾘiは、総合優勝とともに沖繩1Mウエ

イトリフティング協会にとって名誉で

あり狩りとするものである。

昭和63年

第43回国体、国体も第２巡目に入る。

少年監督豊見本朝弘、５２kg級平仲勝行、

82.5kg級兼騎博。成年監督大湾朝民、

67.5kg級平良朝論優勝、７５kg級１１２仲随、

82.5kg級宮城政赤、110kg級呉厘武志。

平成元年

第44回国体、少年監督比粥艮旧聞、５６ｋｇ

級宮城鱒、７５kg級比嘉敏彦、９０kg級満

敬直、成年監督大湾朝民、67.5kg級知

花直樹、７５kg級平仲皿、82.5kg級宮城

政章、９０kg級新垣盛幸、団体５位。

平成２年

第45回国体、少年監慨ｌｕ兄本1W)弘、５２

kg級伊森和博Ｓ２位Ｊ優勝、５６kg級具

志堅剛Ｓ優勝Ｊ優勝、７５kg級金城jWＳ

２位Ｊ３位、成年監督平良朝治、100ｋｇ

級川畑端Ｊ７位。

平成３年

第46回１判体、少年礎1肝1M兄本iill弘、６７．５

kg級仲村瞳２位、９０kg級平仲勝ｌＩｉ３位、

99kg級吉本久也優勝、成年監督平良朝

治、５２kg級伊森和博４位、仲村寛志５

位、82.5kg級比嘉敏彦４位、９０kg級知

花隆之２位、団体準優勝。

平成４年

第471,1国体、少年監督比醐｣jLIIIII、５２ｋｇ

級平良一善３位、５６kg級JIL良和士５位、

60kg級兼島豊２位、成年監督平良朝治、

82.5kg級比溌敏彦Ｊ３位、９０kg級宮城

政章７位、110kg級吉本久也４位、団体

で５位。

平成５年

第48ulfl体、少平監粁剛兄本削I弘、５４

kg級知花迅Ｔ５位、８３kg級鈴木机英J

155kg日本高新Ｔ優勝、９１kg；Ｍ２良一ＩＩＬ

Ｓ125.5kg日本高新Ｔ２位。成年監特平

良朝治、５９kg級宮城鮒Ｔ４位、９１kg級

比斑敏彦Ｔ２位．９９kg級金城DWT３位、
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